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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】トイレットペーパー、キッチンペーパー、アル 
ミホイルなどを片手のみで操作できる装置を提供する。
【解決手段】ロール状に巻き取られた製品を手動で巻き 
戻しカットして使用する製品において、手動で巻き戻し 
て引き出す時に、巻き戻す力の一部を遊星歯車機構の原 
理により、巻き戻し方向に公転する時に生じるインター 
ナル歯車と２個の遊星歯車の間の公転角度差を利用し、 
弾性体に弾性力として蓄勢させる機能と、その弾性力を 
長期間の間蓄勢させたままにしておくことができる機構 
とする。使用する時は、排出スイッチ３１０を押すこと 
で、排出させる機能を動作させ、蓄勢させておいた弾性 
体の弾性力を利用し、巻き戻し方向に回転する機構とす 
ることで、カバー５０２のカッター歯５１１より下に、 
手に取れる量を送り出す排出機能と、片手のみで操作（ 
カットおよび交換）できる機能を提供する。
【選択図】図１１

評価書の請求　有　請求項の数　11　　ＯＬ　（全31頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど 、 ロ ー ル 状 に 巻 き 取 ら れ た 製  
品 を 手 動 で 巻 き 戻 し て 、 カ ッ ト し て 使 用 す る 製 品 ( 以 降 は ロ ー ル と 記 載 ) を 取 り 付 け る ロ ー  
ル 軸 の 取 付 け 面 に は 、 ロ ー ル 軸 に 対 し ４ ０ 度 の 角 度 の 付 い た 複 数 個 の 楔 形 の リ ブ を 有 し 、  
ロ ー ル の ロ ー ル 芯 を 反 対 側 よ り 挟 み 込 み 固 定 さ せ る ロ ー ル 固 定 ノ ブ に も 、 楔 形 の 複 数 個 の  
角 度 の 付 い た リ ブ を 有 し 、 そ の 角 度 は 、 ロ ー ル 軸 に 対 し １ ０ 度 以 下 の 角 度 と し 、 ロ ー ル 軸  
の 外 周 を 軸 方 向 に の み 移 動 お よ び ロ ー ル 軸 と 同 じ 回 転 角 度 で の 回 転 を 可 能 と し た 、 ロ ー ル  
固 定 ノ ブ を ロ ー ル 芯 に 差 し 込 む こ と で 、 楔 形 の 複 数 個 の リ ブ と ロ ー ル 芯 の 間 の 摩 擦 力 に よ  
り 、 取 り 付 け る ロ ー ル を ロ ー ル 軸 に 固 定 す る こ と で 、 ロ ー ル が 手 動 で 巻 き 戻 し 方 向 に 引 き  
出 さ れ る 時 に 、 ロ ー ル の 回 転 角 度 に 合 わ せ ロ ー ル 軸 も 同 じ 回 転 角 度 で 遊 星 歯 車 機 構 を 構 成  
す る 太 陽 歯 車 軸 の 外 周 を 自 由 に 公 転 で き る 構 成 を 有 し 、 か つ 、 遊 星 歯 車 機 構 を 構 成 す る イ  
ン タ ー ナ ル 歯 車 も ロ ー ル 軸 と 連 結 配 置 さ れ て い る こ と で 、 同 時 に 太 陽 歯 車 軸 の 外 周 を 公 転  
す る こ と を 特 徴 と す る ロ ー ル 固 定 機 構 が 構 成 さ れ る 。
【 請 求 項 ２ 】
カ バ ー は 、 本 考 案 の 装 置 に ロ ー ル を 取 り 付 け 配 置 し た 状 態 に お い て 、 ロ ー ル の 外 径 面 と 接  
触 す る 部 分 の 形 状 を 円 形 状 と し 、 未 使 用 の ロ ー ル を 配 置 し た 状 態 で 、 ロ ー ル の 外 径 面 と 接  
触 す る カ バ ー の 円 半 径 : R を 、 未 使 用 の ロ ー ル の 想 定 さ れ る 最 大 外 径 円 半 径 : R と 同 じ 円 半  
径 : R と し 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ の 先 端 点 は 、 未 使 用 の ロ ー ル の 外 径 円 と 接 す る 位 置 に 配 置  
し 、 さ ら に 、 ロ ー ル が 使 用 さ れ て 小 さ く な る と 、 ロ ー ル の 外 径 円 が カ バ ー の 円 カ ー ブ と 接  
す る 位 置 関 係 と し 、 ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て も ロ ー ル の 外 径 円 が 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ と 接  
す る 位 置 と な る よ う 配 置 す る こ と で 、 常 に ロ ー ル の 外 径 面 が カ バ ー と 円 接 触 と な る よ う に  
位 置 し 、 か つ 、 ロ ー ル と 接 す る 面 の 摩 擦 係 数 ： μ ＝ 0 . ２ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル が 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ の 先 端 点  
の 接 触 点 よ り 、 ロ ー ル 外 径 円 に 対 し て 、 正 接 す る （ カ バ ー の 円 カ ー ブ の 先 端 点 か ら ロ ー ル  
中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 、 直 線 部 分 を 有 す る カ ッ タ ー 歯 を 配 置 し 、 カ バ ー の 円 カ  
ー ブ の 開 始 位 置 は 、 ロ ー ル の 中 心 点 よ り 鉛 直 上 方 向 に 伸 ば し た 直 線 と 接 す る 位 置 と し 、 カ  
バ ー 取 付 け 支 点 位 置 ま で 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ の 開 始 位 置 よ り 、 カ バ ー は 水 平 に 位 置 す る 構  
成 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 ３ 】
想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル が ロ ー ル 軸 に 回 転 し な い よ う に 固 定 設 置 さ れ 、 か つ 、 カ  
バ ー が 、 想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル の 外 径 面 と 接 す る 位 置 関 係 に 配 置 さ れ た 状 態 に  
お い て 、 カ バ ー に は 、 カ バ ー 取 付 け 支 点 位 置 よ り 水 平 に 位 置 す る 部 分 を 有 し 、 そ の 水 平 に  
位 置 す る 部 分 と 接 す る 位 置 に カ バ ー が 上 に 回 転 し な い よ う に ス ト ッ パ ー を 配 置 し 、 想 定 さ  
れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル の 外 径 面 と カ バ ー の 接 触 点 に は 、 ロ ー ル の 外 径 円 に 対 し て 、 正  
接 す る （ カ バ ー の 接 触 点 か ら ロ ー ル 中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 、 カ ッ タ ー 歯 を 有 し  
て い る 。 ロ ー ル を 固 定 す る ロ ー ル 軸 は 、 遊 星 歯 車 機 構 の 構 成 部 品 で あ り 、 そ の 遊 星 歯 車 機  
構 の 構 成 部 品 で あ る 太 陽 歯 車 軸 の 外 周 を 自 由 に 公 転 で き る 形 態 で 配 置 さ れ 、 か つ 、 太 陽 歯  
車 軸 を 介 し て 装 置 フ レ ー ム に 配 置 さ れ て い る ト ル ク リ ミ ッ タ ー と 連 結 さ れ て い る 構 成 と す  
る 。
ロ ー ル を カ ッ ト す る 時 に 、 ロ ー ル を 手 に 取 り 上 方 向 に 持 ち 上 げ る と 、 カ バ ー は カ バ ー 取 付  
け 支 点 を 中 心 点 と し て 上 方 向 に 回 転 す る が 、 ス ト ッ パ ー に よ り 回 転 は 停 止 固 定 さ れ る 。 カ  
ッ タ ー 歯 と ロ ー ル の 間 の 位 置 関 係 は 、 カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ （ 度 ） と な る 角 度 を 有 し 、 ロ ー  
ル を カ ッ ト す る 時 に は 、 ロ ー ル が 固 定 さ れ て い る ロ ー ル 軸 と ト ル ク リ ミ ッ タ ー は 、 遊 星 歯  
車 機 構 を 介 し て 連 結 し 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク ： Ｔ r   が 機 能 し 、 ロ ー ル 軸 を 固 定 す  
る ト ル ク が 働 き 、 ロ ー ル 軸 が 回 転 し な い 条 件 設 定 と す る こ と で 、 手 動 で ロ ー ル を カ ッ ト す  
る 動 作 を 実 施 す る 時 に 、 カ ッ タ ー 歯 に は 、 カ ッ ト を 助 け る 力 ： F   が 働 く 構 成 と な る 。
未 使 用 ロ ー ル が 配 置 さ れ て い る 時 、 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ に お け る カ ッ  
タ ー 歯 角 度 ： θ R と す る と 、 カ ッ ト を 助 け る 力 ： F Ｒ ＝ ( Ｔ r × c o s θ Ｒ ) ÷ Ｒ   と な り 、 カ  
ッ タ ー 歯 で カ ッ ト す る 時 、 カ ッ タ ー 歯 は 、 ロ ー ル 外 径 円 に 対 し て 、 正 接 す る （ カ バ ー の 接  
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触 点 か ら ロ ー ル 中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 位 置 す る た め 、 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル  
の 最 大 半 径 ： Ｒ に お け る カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ R  =  ０ （ 度 ） と な る 。
次 に ロ ー ル 芯 が 配 置 さ れ て い る 時 、 想 定 さ れ る ロ ー ル 芯 の 最 小 半 径 ： ｒ  に お け る カ ッ タ  
ー 歯 角 度 ： θ ｒ （ 度 ） と す る と き 、 カ ッ ト を 助 け る 力 ： F ｒ ＝ ( Ｔ r × c o s θ ｒ ) ÷ ｒ   と な  
り 、 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ と 、 想 定 さ れ る ロ ー ル 芯 の 最 小 半 径 ： ｒ  の  
両 方 に お い て も カ ッ タ ー 歯 に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 を 、 近 似 値 （ F Ｒ ≒ F ｒ ） と す る こ と  
の で き る 力 学 的 な 関 係 は 、 下 記 の 数 式 １ の 位 置 関 係 と な る 時 に 構 成 さ れ る 。
ロ ー ル を カ ッ タ ー 歯 で カ ッ ト す る 力 を 未 使 用 ロ ー ル か ら ロ ー ル 芯 ま で 、 ほ ぼ 同 じ （ 近 似 ）  
力 で の カ ッ ト が 可 能 で あ り 、 か つ 、 カ ッ タ ー 歯 に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 ： F  ≒ Ｔ r ÷ Ｒ   
も 機 能 す る こ と を 特 徴 と し 、 さ ら に 、 ス ト ッ パ ー を 配 置 し た こ と で 、 ロ ー ル を カ ッ ト す る  
時 に 、 カ バ ー が 水 平 位 置 よ り 上 に 回 転 せ ず 、 カ バ ー を 手 で 押 え る 必 要 が 無 く な り 、 片 手 で  
容 易 に ロ ー ル を カ ッ ト す る こ と を 可 能 と し た 構 成 を 特 徴 と し た 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 が 構 成  
さ れ る 。
本 考 案 に お い て は 、 簡 易 的 な 装 置 と し て 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 せ ず 、 ロ ー ル が 固 定 さ れ て い  
る ロ ー ル 軸 を 太 陽 歯 車 軸 の 替 り に 回 転 の 中 心 軸 と し 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー を 直 接 、 ロ ー ル 軸  
に 接 続 さ せ る 構 成 と す る と 、 手 動 で 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ を 回 転 さ せ 、 ロ ー ル を 手 に 取 れ る 量  
を 引 き 出 す 操 作 を 実 施 す る 必 要 は あ る が 、 全 て の 操 作 を 片 手 の み で 実 施 す る こ と が 可 能 な  
構 成 と す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 数 １ 】

【 請 求 項 ４ 】
ロ ー ル は ロ ー ル 軸 に 回 転 し な い よ う に 固 定 配 置 さ れ て い る 形 態 で あ り 、 ロ ー ル 軸 を 遊 星 歯  
車 機 構 の イ ン タ ー ナ ル 歯 車 の 支 持 台 と 連 結 さ せ 、 ロ ー ル 軸 は 太 陽 歯 車 軸 の 外 周 を 公 転 す る  
形 態 で 配 置 し て い る こ と で 、 ロ ー ル を 手 動 で 巻 き 戻 し 引 き 出 す と 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持  
台 に 固 定 配 置 さ れ て い る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 も 巻 き 戻 す 方 向 に 公 転 す る 。 遊 星 歯 車 機 構 は 、  
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と 太 陽 歯 車 と の 間 に ２ 個 の 遊 星 歯 車 を 介 し て か み 合 わ せ た ダ ブ ル ピ ニ オ  
ン 式 で あ り 、 か つ 、 ２ 個 の 遊 星 歯 車 は 、 １ つ の 遊 星 歯 車 支 持 台 に 自 由 に 自 転 で き る 状 態 で  
取 付 け ら れ 、 さ ら に 、 太 陽 歯 車 は 太 陽 歯 車 軸 に 固 定 さ れ た 状 態 で 配 置 し 、 太 陽 歯 車 軸 と 装  
置 フ レ ー ム の 間 に は ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 有 し 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 機 能 し 、 太 陽 歯 車 が 自  
転 し な い 形 態 で 配 置 さ れ て い る 構 成 と す る 。 こ の 構 成 の 時 、 遊 星 歯 車 機 構 は 、 遊 星 歯 車 機  
構 の 原 理 に よ り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 は イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と 同 じ 方 向 に 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 よ  
り 早 く 公 転 す る 。
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 は 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 に 、 太 陽 歯 車 軸 の 中 心 軸 を 中 点 と す  
る 円 弧 状 の 貫 通 穴 を 配 置 し 、 そ の 貫 通 穴 に は 遊 星 歯 車 支 持 台 と 連 結 さ れ た 遊 星 歯 車 支 持 台  
ピ ン を 貫 通 配 置 さ せ る こ と で 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 遊 星 歯 車 支 持 台 の 間 の 回 転 角 度  
差 を 制 限 す る 構 成 で あ る 。
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン の 間 に は 、 弾 性  
体 Ａ を 設 置 し 、 巻 き 戻 す 力 の 一 部 を 巻 き 戻 し 方 向 に 回 転 す る 時 に 生 じ る イ ン タ ー ナ ル 歯 車  
支 持 台 と 遊 星 歯 車 支 持 台 の 間 の 回 転 角 度 差 を 弾 性 体 Ａ に 引 張 り 力 と し て 働 く 弾 性 力 と し て  
蓄 勢 さ せ る 構 成 で あ る 。
遊 星 歯 車 支 持 台 と 太 陽 歯 車 軸 の 間 に は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ が 有 し 、 遊 星 歯 車 支 持 台 が 、  
ロ ー ル を 巻 き 戻 す 方 向 に の み 回 転 す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と で 、 手 動 で ロ ー ル を 巻 き  
戻 す の を 途 中 で 停 止 し て も 遊 星 歯 車 支 持 台 は 逆 転 せ ず 、 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ た 状 態 を 維 持 す  
る 構 成 で あ る 。
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 遊 星 歯 車 支 持 台 の 間 の 回 転 角 度 差 が 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の  
回 転 終 点 ま で く る と 、 遊 星 歯 車 機 構 が 機 械 的 に ロ ッ ク し 働 か な く な る 構 成 を 有 し 、 ト ル ク  
リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 は 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の 回 転 終 点 ま で 弾 性 体 Ａ を 蓄 勢 さ せ る  
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こ と の で き る ト ル ク 値 以 上 と す る こ と を 条 件 と す る 。 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の 回 転 終 点  
に お い て 、 手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 す ト ル ク が ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 以 上 に な る と 、  
太 陽 歯 車 軸 に 配 置 さ れ て い る ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 滑 り を 起 こ し 、 弾 性 力 を 蓄 勢 さ せ る 機 構  
（ ロ ー ル 固 定 機 構 、 遊 星 歯 車 機 構 お よ び 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ） 全 体 が 太 陽 歯 車 軸 と 共  
に 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 ロ ー ル を 必 要 な だ け 、 制 限 さ れ ず に 手 動 で 巻 き 戻 す こ と が で き  
る こ と を 可 能 と し 、 か つ 、 手 動 で 巻 き 戻 す 力 の 一 部 を 引 張 り 力 と し て 働 く 弾 性 力 と し て 蓄  
勢 さ せ る こ と を 可 能 と し た 弾 性 力 蓄 勢 機 能 が 構 成 さ れ る 。
ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 は 、 前 記 に 加 え 、 ロ ー ル 芯 部 分 で の ロ ー ル の 引 張 り 切 断 （ ロ  
ー ル が ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て 、 引 き 出 し 途 中 に 切 れ る ） ト ル ク よ り 小 さ い 値 と し 、 か つ  
、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー な ど 、 定 量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置 さ れ て い る ミ  
シ ン 目 付 き ロ ー ル を 使 用 す る 場 合 は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 を ロ ー ル 芯 部 分 に 配 置  
さ れ て い る ミ シ ン 目 部 分 の 引 張 り 切 断 （ ロ ー ル が ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て 、 引 き 出 し 途 中  
に ミ シ ン 目 が 切 れ る ） ト ル ク よ り も 小 さ い 値 と す る こ と を 条 件 と す る 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に て 、 弾 性 力 蓄 勢 機 能 に よ り 弾 性 体 Ａ に 引 張 り 力 と し て 働 く 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ た  
状 態 に お い て 、 太 陽 歯 車 軸 に 対 し て 垂 直 上 方 向 で あ る 天 面 に 配 置 さ れ て い る 排 出 ス イ ッ チ  
を 、 外 側 よ り 太 陽 歯 車 軸 方 向 に 押 し 下 げ る と 、 遊 星 歯 車 支 持 台 に は 、 太 陽 歯 車 軸 方 向 に 水  
平 に 移 動 し 太 陽 歯 車 と 遊 星 歯 車 Ｂ の か み 合 わ せ が 開 放 さ れ る カ ム 機 構 を 有 し 、 太 陽 歯 車 と  
太 陽 歯 車 と か み 合 う 遊 星 歯 車 Ｂ に は 、 ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 を 有 す る こ と で 、 太 陽 歯 車 と 遊 星  
歯 車 Ｂ と の か み 合 わ せ を 、 開 放 状 態 と か み 合 わ せ 状 態 と に 切 り 分 け る こ と が 可 能 な 構 成 と  
し 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と 遊 星 歯 車 Ａ は 太 陽 歯 車 と 遊 星 歯 車 Ｂ が 開 放 さ れ た 状 態 に お い て も  
か み 合 わ せ を 維 持 す る 形 態 を 有 し 、 遊 星 歯 車 支 持 台 は 弾 性 体 Ｂ に よ り 太 陽 歯 車 と 遊 星 歯 車  
Ｂ の か み 合 わ せ が 維 持 で き る よ う に 常 に 太 陽 歯 車 軸 方 向 に 加 圧 の 弾 性 力 を 与 え る 構 成 と す  
る こ と で 、 遊 星 歯 車 開 放 機 構 が 構 成 さ れ て い る 。
排 出 ス イ ッ チ を 押 し 下 げ 、 遊 星 歯 車 開 放 機 構 を 機 能 さ せ る と 、 遊 星 歯 車 支 持 台 が 太 陽 歯 車  
軸 方 向 に 水 平 移 動 し 、 太 陽 歯 車 と 遊 星 歯 車 Ｂ が 開 放 さ れ 、 遊 星 歯 車 機 構 は 解 除 さ れ る 。
弾 性 体 Ａ に 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ て い る 状 態 の と き 、 遊 星 歯 車 支 持 台 は ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ の  
働 き に よ り 、 弾 性 体 Ａ の 弾 性 力 に よ り 引 張 り の 力 が 働 い て も 、 太 陽 歯 車 軸 に 対 し 反 転 せ ず  
静 止 す る 。 一 方 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 に は 弾 性 体 Ａ の 弾 性 力 に よ り 引 張 り の 力 が 働 き  
、 ロ ー ル を 送 り 出 す 方 向 に 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の 回 転 始 点 ま で 回 転 す る 。 イ ン タ ー  
ナ ル 歯 車 支 持 台 の 回 転 に よ り 、 ロ ー ル 軸 に 固 定 さ れ て い る ロ ー ル も 回 転 し 、 ロ ー ル が カ バ  
ー の カ ッ タ ー 歯 よ り 下 に 排 出 さ れ る ロ ー ル 排 出 機 能 が 構 成 さ れ る 。
排 出 ス イ ッ チ を 押 す こ と を 停 止 す る と 、 弾 性 体 Ｂ の 加 圧 の 力 と し て 働 く 弾 性 力 に よ り 、 カ  
ム 機 構 が 働 き 、 排 出 ス イ ッ チ は 元 の 位 置 に 戻 り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 に も 戻 る 力 が 働 き 、 太 陽  
歯 車 と 遊 星 歯 車 Ｂ の 合 わ せ 面 は 、 ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 を 有 す る た め 、 す み や か に 歯 車 の か み  
合 わ せ を 回 復 し 、 遊 星 歯 車 機 構 が 再 構 成 さ れ る 。
手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る ま で に ロ ー ル 軸 が 回 転 す る 角 度 ： D （ 度 ） と す る 時 、  
こ の 装 置 の ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 送 り 出 さ れ る ロ ー ル 軸 の 回 転 角 度 ： D e l t a （ 度 ） は 、 下  
記 の 数 式 ２ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 数 ２ 】

回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 は 、 上 記 の 数 式 ２ に よ り 求 め ら れ る ロ ー ル 排 出 機 能 に よ っ て 送 り  
出 さ れ る ロ ー ル 軸 の 回 転 角 度 ： D e l t a （ 度 ） を 、 リ ミ ッ タ ー 角 度 に 制 限 す る 機 能 で あ り 、  
カ ッ タ ー 歯 よ り 下 に 排 出 さ れ る ロ ー ル の 量 を 、 無 駄 の な い 量 に 制 限 お よ び 調 整 す る こ と が  
で き る ロ ー ル 排 出 機 能 が 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。                                                                           

【 請 求 項 ６ 】
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請 求 項 ５ に お い て 、 定 量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置 さ れ て い る ミ シ ン 目 付 き ロ ー ル を 使 用 し た  
場 合 、 ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 も ミ シ ン 目 の 間 隔 と な る が 、 遊 星 歯 車 の 歯 車 比 を  
下 記 数 式 ３ の 近 似 値 と す る こ と で 、 未 使 用 の ロ ー ル を 使 用 し た 時 と ロ ー ル 芯 部 分 を 使 用 し  
た 時 に 、 手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 が 同 じ で あ れ ば 、 こ の 装 置 の ロ ー ル 排 出  
機 能 に よ っ て 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 量 は 、 未 使 用 の ロ ー ル を 使 用 し た 時 に 送 り 出 さ れ る ロ  
ー ル の 量 と ロ ー ル 芯 部 分 を 使 用 し た 時 に 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 量 と を 、 ほ ぼ 同 量 （ 近 似 ）  
と す る こ と が で き る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 数 ３ 】

【 請 求 項 ７ 】
本 考 案 は 、 請 求 項 ３ か ら ５ を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 下 記 の 機 能 を 可 能 と し た 構 成 で あ る 。
ま ず 、 ロ ー ル 排 出 機 能 （ 請 求 項 ５ ） に よ り 、 排 出 ス イ ッ チ を 押 す と 、 ロ ー ル を カ ッ タ ー 歯  
よ り 下 に 、 手 に 取 れ る 量 排 出 す る 。
次 に 、 ロ ー ル を 指 先 で つ ま み 、 手 動 で ロ ー ル を 必 要 量 引 き 出 す こ と で 、 弾 性 力 蓄 勢 機 能 （  
請 求 項 ４ ） に よ り 、 ロ ー ル を 引 き 出 す 力 の 一 部 を 必 要 な 時 に 使 用 で き る よ う に 、 弾 性 体 A  
に 弾 性 力 と し て 蓄 勢 さ せ て お き 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 （ 請 求 項 ３ ） に よ り 、 ロ ー ル を 片 手 で  
カ ッ ト す る 構 成 で あ る 。
上 記 の 一 連 の 流 れ を 構 成 さ せ る こ と で 、 片 手 の み の 操 作 で 、 未 使 用 の ロ ー ル 取 付 け 後 は 、  
ロ ー ル 芯 ま で 連 続 し て 使 用 出 来 る こ と を 特 徴 と す る 。
排 出 ス イ ッ チ を 天 面 に 配 置 す る こ と で 、 手 の 指 以 外 の 部 位 、 た と え ば 、 肘 な ど で 押 し 下 げ  
る こ と が 可 能 で あ り 、 両 手 が 汚 れ た 状 態 に お い て も 、 装 置 を 汚 さ ず に ロ ー ル を 排 出 さ せ 、  
ロ ー ル を 指 先 で つ ま み 、 片 手 の み で カ ッ ト す る こ と を 可 能 と し た 構 成 が 特 徴 で あ る 。
構 成 さ れ て い る 機 器 の 配 置 を 、 ロ ー ル 取 り 付 け 面 を 基 準 面 と し て 左 右 反 転 配 置 す る こ と で  
、 左 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 配 置 か ら 、 右 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 配 置 へ と 変 更  
可 能 と し 、 装 置 底 面 に 滑 り 止 め を 配 置 す る こ と で 、 卓 上 型 と し て も 構 成 出 来 る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど 、 ロ ー ル 状 に 巻 き  
取 ら れ た 製 品 を 手 動 で 巻 き 戻 し 、 カ ッ ト し て 使 用 す る 製 品 を 使 用 す る た め に 取 付 け る 機 器  
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど 、 ロ ー ル 状 に 巻 き 取 ら れ た 製  
品 を 手 動 で 巻 き 戻 し 、 カ ッ ト し て 使 用 す る 製 品 を 、 取 付 け る 機 器 の 基 本 的 な 仕 様 は 、 両 手  
を 使 用 し て の 操 作 を 必 要 と す る 機 構 と な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2 0 1 5 - 0 1 2 9 8 3
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 1 1 - 1 1 3 7 8 6
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2 0 1 2 - 2 1 7 8 3 8
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど 、 ロ ー ル 状 に 巻 き 取 ら れ た 製  



10

20

30

40

50

JP 3246312 U6 2024.4.22(7)

品 を 手 動 で 巻 き 戻 し 、 カ ッ ト し て 使 用 す る 製 品 ( 以 降 は ロ ー ル と 記 載 ) を 取 付 け る 機 器 の 基  
本 的 な 仕 様 は 、 両 手 を 使 用 し て の 操 作 を 必 要 と す る 。 片 手 で の み で の 操 作 は 考 慮 さ れ て お  
ら ず 、 体 に 障 害 が あ り 片 手 で の み で 操 作 す る 必 要 が あ る 人 が 使 用 す る の は 難 し い 構 造 と な  
っ て い る 。 さ ら に 、 両 手 が 汚 れ た 状 態 で は 、 取 付 け て あ る 機 器 に 触 る 必 要 が あ り 、 機 器 を  
汚 し て し ま う た め に 、 両 手 が 汚 れ た 状 態 で は 使 用 で き な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
ロ ー ル を 手 動 で 巻 き 戻 し て 引 き 出 す 時 に 、 巻 き 戻 す 力 の 一 部 を 遊 星 歯 車 機 構 （ ダ ブ ル ピ ニ  
オ ン 式 ） の 原 理 に よ り 、 巻 き 戻 し 方 向 に 公 転 す る 時 に 生 じ る 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ と  
２ 個 の 遊 星 歯 車 （ 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ ） の 間 の 公 転 角 度 差 を 利 用 し 、 弾  
性 体 Ａ ４ ０ ４ に 弾 性 力 と し て 蓄 勢 さ せ る 機 能 と 、 そ の 弾 性 力 を 長 期 間 の 間 、 蓄 勢 さ せ た ま  
ま に し て お く こ と が で き る 機 構 と す る こ と で 、 使 用 し た い 時 に 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 押  
す こ と で 、 ロ ー ル を 排 出 さ せ る 機 能 を 動 作 さ せ 、 蓄 勢 さ せ て お い た 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ の 弾 性  
力 を 利 用 し て 、 ロ ー ル を 巻 き 戻 し 方 向 に 回 転 さ せ る 機 構 と す る こ と で 、 カ バ ー ５ ０ ２ の カ  
ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下 に 、 手 に 取 れ る 量 を 送 り 出 す ロ ー ル 排 出 機 能 と 、 片 手 で ロ ー ル を カ  
ッ ト お よ び 交 換 操 作 で き る 機 能 と す る こ と で 、 片 手 の み に よ る 簡 単 な 操 作 「 排 出 ス イ ッ チ  
３ １ ０ を 押 す 。 用 紙 を 指 先 で 引 き 出 し 、 上 に 持 ち 上 げ カ ッ ト す る 」 の み で 使 用 で き る 機 器  
を 提 供 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
人 力 に よ る 力 の み を 利 用 し 、 手 動 で 機 械 的 に 動 作 す る 機 構 と し た こ と で 、 設 置 場 所 が 制 限  
さ れ る こ と が な い 。 さ ら に 、 卓 上 設 置 が 可 能 で あ る 。 両 手 が 汚 れ た 状 態 で も 、 腕 の 一 部 位  
た と え ば 肘 で 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 押 し 下 げ る こ と で 、 カ バ ー ５ ０ ２ の カ ッ タ ー 歯 ５ １ １  
よ り 下 に 、 手 に 取 れ る 量 を 送 り 出 す こ と が で き る の で 、 機 器 を 汚 さ ず 使 用 で き る 。 ま た 、  
全 て の 操 作 を 片 手 の み で 実 施 可 能 で あ り 、 体 に 障 害 が あ り 片 手 で の み で 操 作 す る 必 要 が あ  
る 人 で も 、 片 手 の み で ロ ー ル の カ ッ ト お よ び 交 換 操 作 が 可 能 な 装 置 と な っ て い る 。
図 ２ は ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー を 取 付 け ら れ る よ う に 考 案 さ れ た 装 置 の 実 施 例 で あ り 、 左 手 の  
み で の 操 作 が 可 能 な 機 器 の レ イ ア ウ ト の 記 載 で あ る 。 右 手 の み で の 操 作 が 可 能 な 機 器 は 、  
ロ ー ル 取 り 付 け 面 を 基 準 面 と し 左 右 対 称 に 機 器 を レ イ ア ウ ト す る こ と で 可 能 と な る 。
た と え ば 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 人 感 セ ン サ ー に よ り 電 気 的 に 動 作 さ せ る 機 構 と し た 場 合  
、 機 器 に 触 れ る こ と な く 、 ロ ー ル に 指 先 の み で 直 接 ア ク セ ス で き 、 よ り 衛 生 的 に 使 用 で き  
る 装 置 と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 で あ る 装 置 の 外 観 斜 視 図
【 図 ２ 】 構 成 部 品 の 配 置 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ 】 遊 星 歯 車 構 構 の 歯 車 配 置 図
【 図 ４ 】 遊 星 歯 車 開 放 構 構 の 主 要 部 品 の 配 置 を 示 す 分 解 図
【 図 ５ 】 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の 構 成 部 品 の 配 置 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 ス ト ッ パ ー の 構 成 部 品 の 配 置 を 示 す 部 分 断 面 図
【 図 ７ 】 未 使 用 ロ ー ル が 配 置 さ れ た 状 態 を 示 す 未 使 用 ロ ー ル と カ バ ー の 配 置 断 面 図
【 図 ８ 】 芯 ロ ー ル が 配 置 さ れ た 状 態 を 示 す 芯 ロ ー ル と カ バ ー の 配 置 断 面 図
【 図 ９ 】 カ バ ー 類 が 開 放 さ れ 、 ロ ー ル が 取 付 け ら れ る 前 の 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 ロ ー ル カ ッ ト 時 の 力 学 的 な 関 係 の 配 置 を 示 す 断 面 図
【 図 １ １ 】 手 に 取 れ る 量 の ロ ー ル が 排 出 さ れ た 状 態 を 示 す 外 観 斜 視 図
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 、 実 際 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 、 考 案 の 内 容 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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実 施 例 と し て 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー ( 以 降 は ロ ー ル と 記 載 ) が 使 用 で き る よ う に 考 案 し た 装  
置 を 例 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 本 考 案 の 実 施 形 態 で あ る 装 置 の 外 観 斜 視 図 で あ り 、 左 手 の み で 使 用 で き る 仕 様 に  
構 成 機 能 が 配 置 さ れ 、 か つ 、 底 面 に 滑 り 止 め ５ ２ ４ （ 図 ９ 参 照 ） を 有 す る こ と で 、 卓 上 型  
と し て も 使 用 で き る よ う に 考 案 さ れ た 機 器 の 実 施 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ か ら 図 １ １ は 、 主 要 な 構 成 機 構 で あ る ロ ー ル を 固 定 す る ロ ー ル 固 定 機 構 １ と 、 遊 星 歯  
車 機 構 ２ と 、 遊 星 歯 車 開 放 構 構 ３ と 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ と 、 カ バ ー 機 構 ５ を 示 す  
図 で あ り 、 そ の 概 略 構 成 と 機 構 に つ い て 説 明 し 、 次 に 、 下 記 の 項 目 に つ い て 、 操 作 手 順 に  
従 い 、 ロ ー ル の 取 付 け 及 び 交 換 手 順 、 お よ び 、 ５ つ の 機 構 の 組 合 せ に よ り 実 現 さ れ る ３ つ  
の 機 能 つ い て 説 明 す る 。
（ ロ ー ル の 取 付 け 及 び 交 換 手 順 ）
（ 弾 性 力 蓄 勢 機 能 ）
（ ロ ー ル カ ッ ト 機 能 ）
（ ロ ー ル 排 出 機 能 ）
【 ０ ０ １ ２ 】
ロ ー ル 固 定 機 構 １ （ 図 ２ 及 び 図 ９ 参 照 ） に つ い て 説 明 す る 。 遊 星 歯 車 機 構 ２ の 構 成 部 品 で  
あ る 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 に 軸 受 B １ ０ ２ を 介 し て 位 置 す る ロ ー ル 軸 １ ０ １ は 、 セ ン タ  
ー フ レ ー ム １ ０ ７ と 軸 受 C １ ０ ４ の 内 周 を 介 し て 位 置 す る ロ ー ル 軸 ス リ ー ブ １ ０ ３ と 連 結  
固 定 さ れ て お り 、 ロ ー ル 軸 １ ０ １ は 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 を 自 由 に 公 転 で き る 形 態 で 配  
置 さ れ て い る 。 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ は ロ ー ル 軸 １ ０ １ の 外 周 を ロ ー ル 軸 １ ０ １ と 共 に 回  
転 し 、 か つ 、 軸 方 向 に の み 移 動 可 能 な 構 造 で あ り 、 そ の ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ が 軸 方 向 に  
移 動 す る こ と を 防 止 固 定 す る 役 割 と し て 、 ロ ー ル 固 定 ネ ジ １ ０ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 ロ ー  
ル 軸 １ ０ １ に 位 置 す る 複 数 の 楔 形 リ ブ （ ロ ー ル 軸 リ ブ １ ０ ８ ） と 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５  
に 位 置 す る 複 数 の 楔 形 リ ブ （ ロ ー ル 固 定 ノ ブ リ ブ １ ０ ９ ） に よ り 、 左 右 よ り ロ ー ル の ロ ー  
ル 芯 を 挟 み 込 み 、 角 度 の つ い た 複 数 の 楔 形 リ ブ （ ロ ー ル 軸 リ ブ １ ０ ８ 及 び ロ ー ル 固 定 ノ ブ  
リ ブ １ ０ ９ ） と ロ ー ル 芯 の 間 の 摩 擦 力 に よ り ロ ー ル を ロ ー ル 軸 １ ０ １ に 固 定 し 、 手 動 で ロ  
ー ル が 巻 き 戻 し 方 向 に 引 っ 張 り 出 さ れ る 時 に 、 ロ ー ル の 回 転 角 度 に 合 わ せ ロ ー ル 軸 １ ０ １  
も 同 じ 回 転 角 度 で 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 を 自 由 に 公 転 す る ロ ー ル 固 定 機 構 １ が 構 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ に は 、 ロ ー ル の 交 換 時 に 、 ロ ー ル を 手 動 で 送 り 出 し 方 向 に 回 転 さ せ  
る こ と で 、 手 に 取 れ る 寸 法 を 引 き 出 す 機 能 、 お よ び 、 ミ シ ン 目 付 き ロ ー ル を 使 用 時 に は 、  
ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 時 に 、 ミ シ ン 目 の 位 置 と カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ の 位 置 を 手 動 に よ  
り 微 調 整 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ロ ー ル 軸 リ ブ １ ０ ８ の ロ ー ル 軸 １ ０ １ 方 向 に 対 す る ロ ー ル 軸 リ ブ 角 度 １ １ ０ は ４ ０ 度 で あ  
り 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ リ ブ １ ０ ９ の ロ ー ル 軸 １ ０ １ 方 向 に 対 す る ロ ー ル 固 定 ノ ブ リ ブ 角 度 １  
１ １ は １ ０ 度 以 下 と す る 。 （ 図 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ １ ５ 】
ロ ー ル の ロ ー ル 芯 の 内 径 は メ ー カ ー 及 び 製 品 （ ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、  
ア ル ミ ホ イ ル な ど ） に よ り 様 々 で あ り 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ の 外 径 形 状 の み を 変 更 す る  
こ と で 、 様 々 な メ ー カ ー 及 び 製 品 に 対 応 す る こ と が 可 能 な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
遊 星 歯 車 機 構 ２ （ 図 ２ か ら 図 ４ 参 照 ） の 構 成 部 品 に つ い て 説 明 す る 。 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ は 太  
陽 歯 車 軸 ２ ０ １ に 固 定 さ れ た 状 態 で 位 置 し 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ は 、 太 陽 歯 車  
軸 ２ ０ １ の 外 周 に 軸 受 Ｄ ２ １ １ を 介 し て 位 置 し 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ は イ ン タ ー ナ ル  
歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に 固 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ は 太 陽 歯 車 軸 ２  
０ １ の 外 周 を 自 由 に 公 転 出 来 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ に は 、 ２ 個  
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の 遊 星 歯 車 （ 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ ） が 、 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ は 遊 星 歯 車 支  
持 軸 Ａ ２ ０ ８ に 、 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ は 遊 星 歯 車 支 持 軸 Ｂ ２ ０ ９ に 、 自 由 に 自 転 可 能 な 形 態  
で 配 置 さ れ て お り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ は 、 ２ 個 の 遊 星 歯 車 （ 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ と 遊 星  
歯 車 Ｂ ２ ０ ６ ） と 共 に 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 を 公 転 出 来 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 イ ン  
タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ と 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と の 間 に ２ 個 の 遊 星 歯 車 （ 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ と 遊 星  
歯 車 Ｂ ２ ０ ６ ） を 介 し て か み 合 わ せ る こ と で 、 遊 星 歯 車 機 構 ２ （ ダ ブ ル ピ ニ オ ン 式 ） が 構  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ロ ー ル 固 定 機 構 １ を 構 成 す る ロ ー ル 軸 １ ０ １ は 、 ロ ー ル 軸 ス リ ー ブ １ ０ ３ を 介 し て 遊 星 歯  
車 機 構 ２ の 構 成 部 品 で あ る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ と 連 結 配 置 さ れ て い る こ と で 、  
ロ ー ル 軸 １ ０ １ と 共 に イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ も 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 を 公 転 す る 。 し  
た が っ て 、 ロ ー ル 固 定 機 構 １ は 遊 星 歯 車 機 構 ２ の 構 成 要 素 と な る 構 成 で あ る 。 （ 図 ２ 参 照  
）
【 ０ ０ １ ８ 】
遊 星 歯 車 開 放 構 構 ３ （ 図 ２ か ら 図 ４ 参 照 ） に つ い て は 、 機 械 的 に 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 押  
し 下 げ る こ と で 動 作 さ せ る 機 構 を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 に は 、 ロ ー ル を 送 り 出 す 方 向 に の み に 回 転 す る 構 造 で あ る ワ ン ウ  
ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ が 配 置 さ れ て お り 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ の 外 周 に は ス ラ イ ド リ  
ン グ ３ ０ ２ が ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ に 固 定 さ れ 位 置 し 、 そ の ス ラ イ ド リ ン グ ３ ０ ２ の  
外 周 に は 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に ２ 個 の レ ー ル 状 リ ブ ３ １ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 ス  
ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ は 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 に 軸 受 Ｅ ３ ０ ３ を 介 し て 配 置 さ れ て お  
り 、 そ の ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ に は ス ラ イ ド リ ン グ ３ ０ ２ の レ ー ル 状 リ ブ ３ １ ５ を 挿 入  
す る た め の 溝 を 有 し 、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ０ ２ 外 周 に 配 置 さ れ て い る レ ー ル 状 リ ブ ３ １ ５ は  
、 ス ラ イ ド リ ン グ ３ ０ ２ の レ ー ル 状 リ ブ ３ １ ５ を 挿 入 す る 溝 に 挿 入 さ れ た 状 態 で 位 置 す る  
こ と で 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 な 構 成 と し て い る 。
遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ は 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ と 連 結 固 定 さ れ て い る の で 、 遊 星 歯 車  
支 持 台 ２ ０ ７ は 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 な 形 態 で ワ ン ウ ェ イ ク ラ  
ッ チ ３ ０ １ と 連 結 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ の 機 能 に よ り 、 ワ  
ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ と 共 に 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ も ロ ー ル を 送 り 出 す 方 向 に の み 回 転  
す る 構 成 を 有 す る 。 （ 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
右 フ レ ー ム ３ ０ ５ に は 、 ４ 個 の 加 圧 ピ ン ３ ０ ６ を 通 す 貫 通 穴 が 有 し 、 加 圧 板 ３ ０ ７ に は ４  
個 の 加 圧 ピ ン ３ ０ ６ が 固 定 配 置 さ れ て お り 、 加 圧 ピ ン ３ ０ ６ を 、 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ と 右 フ レ  
ー ム ３ ０ ５ の 貫 通 穴 を 通 し て 貫 通 配 置 す る こ と で 、 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ は 加 圧 板 ３ ０ ７ と 右 フ  
レ ー ム ３ ０ ５ の 間 に 挟 み こ ま れ た 形 態 で 配 置 さ れ て い る 。 本 図 の 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ は 加 圧 に  
よ り 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ る 形 態 と し 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ は 加 圧 板 ３ ０ ７ の 貫 通 穴 に 貫 通 配 置  
さ れ て お り 、 加 圧 板 ３ ０ ７ は 常 に 軸 受 E ３ ０ ３ の フ ラ ン ジ 垂 直 面 に 接 し 、 常 に ス ラ イ ド ス  
リ ー ブ ３ ０ ４ を 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に 対 し て 左 方 向 に 加 圧 力 が 働 く 構 成 と す る 。   
（ 図 ２ お よ び 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ２ １ 】
太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ は 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 に 軸 受 Ｆ ３ ０ ９ を 介 し て 、 右 フ レ ー ム ３ ０  
５ に 、 自 由 に 自 転 可 能 な 形 態 で 配 置 さ れ て い る 。
排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ と ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ は 連 結 さ れ て お り 、 右 フ レ ー ム ３ ０ ５ に は 、 ス  
ラ イ ド カ ム ガ イ ド Ａ ３ １ ２ と ス ラ イ ド カ ム ガ イ ド Ｂ ３ １ ３ が 固 定 配 置 さ れ て お り 、 ス ラ イ  
ド カ ム ３ １ １ は 上 下 方 向 に の み 自 由 に 稼 働 可 能 な 形 態 で あ り 、 ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ の カ ム  
機 構 面 が ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ と 接 す る 形 態 で 位 置 し て い る 。 （ 図 ２ お よ び 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ２ ２ 】
排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 下 方 向 に 押 し 下 げ る と 、 ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ の カ ム 機 構 が 働 き 、 ス  
ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ が 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に 対 し て 右 方 向 に 移 動 す る こ と で 、 ス  
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ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ と 連 結 さ れ て い る 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ も 右 方 向 に 移 動 す る 。 イ ン  
タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ と 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ は 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ が 右 方 向 に 移 動 し て も 歯  
車 の か み 合 わ せ が 維 持 さ れ る 位 置 関 係 を 有 す る が 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ の  
歯 車 の か み 合 わ せ は 開 放 さ れ る 位 置 関 係 を 有 し て お り 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０  
６ の 歯 車 の か み 合 わ せ が 開 放 さ れ る こ と で 、 遊 星 歯 車 機 構 は 開 放 さ れ 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ  
３ ０ ４ が 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に 対 し て 右 方 向 に 移 動 す る と 加 圧 板 ３ ０ ７ も 移 動 し 弾  
性 体 Ｂ ３ ０ ８ に 加 圧 の 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ る 。 （ 図 ３ お よ び 図 ４ 参 照 ）                                                                         

【 ０ ０ ２ ３ 】
排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 下 方 向 に 押 し 下 げ る の を 中 止 す る と 、 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ に 蓄 勢 さ れ た  
加 圧 の 弾 性 力 に よ り 加 圧 板 ３ ０ ７ は 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に 対 し て 左 方 向 に 押 し 戻 さ  
れ 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ も 左 方 向 に 押 し 戻 さ れ る こ と で 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ と  
連 結 さ れ て い る 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ も 左 方 向 に 移 動 し 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ に よ り  
ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ の カ ム 機 構 が 押 し 戻 さ れ 、 ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ は 元 の 位 置 に 戻 さ れ る  
こ と で 、 連 結 さ れ て い る 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ も 元 の 位 置 に 戻 る 。 （ 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ の 歯 車 形 状 は ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 ３ １ ４ で あ り 、 太 陽 歯  
車 ２ ０ ２ は 右 側 が ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 ３ １ ４ を 有 し 、 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ は 左 側 が ク ラ ッ チ 歯  
車 形 状 ３ １ ４ を 有 し て い る の で 、 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ に よ る 加 圧 の 弾 性 力 が 働 く 機 構 と す る こ  
と で 、 よ り 容 易 に 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ と の か み 合 わ せ が 行 わ れ る こ と が で  
き 、 遊 星 歯 車 機 構 が 再 構 成 さ れ る 。 以 上 が 遊 星 歯 車 開 放 構 構 ３ の 説 明 と な る 。 （ 図 ４ 参 照  
）
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ の 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ は 加 圧 に よ り 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ る 形 態 と し て い る が 、 弾 性 体 の 形 態  
に つ い て は 、 加 圧 板 ３ ０ ７ に 対 し て 左 方 向 に 加 圧 力 が 働 く 形 態 で あ れ ば 制 限 さ れ る も の で  
は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ （ 図 ４ お よ び 図 ５ 参 照 ） に つ い て 説 明 す る 。 遊 星 歯 車 機 構 ２ の  
構 成 部 品 で あ る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に は 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 中 心 軸 を 中 心 点  
と す る 円 弧 状 の 貫 通 穴 ４ ０ １ が 有 し 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン ２ １ ２ は 、 遊 星 歯 車 開 放 構 構 ３  
に よ り 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ が 右 方 向 に 移 動 し 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ と の  
か み 合 わ せ が 開 放 さ れ た 状 態 に お い て も 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に 配 置 さ れ て い  
る 貫 通 穴 ４ ０ １ に 対 し 貫 通 配 置 さ れ て い る 位 置 関 係 を 有 す る こ と で 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０  
７ の 稼 働 範 囲 を 制 限 し 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 間 の 公  
転 角 度 差 の 範 囲 を 、 リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ に 制 限 す る 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に は 弾 性 体 固 定 ピ ン ４ ０ ３ が 固 定 位 置 し 、 弾 性 体 固 定 ピ ン  
４ ０ ３ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン ２ １ ２ の 間 に は 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ が 取 付 け ら れ て い る 。
本 図 の 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ は 引 張 に よ り 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ る 形 態 と し 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ は イ ン  
タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に 固 定 さ れ て 位 置 す る 円 弧 状 の 弾 性 体 ガ イ ド ４ ０ ７ の 外 周 に 配  
置 す る 形 態 と す る 。 以 上 が 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ の 構 成 で あ る 。 （ 図 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ の 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ は 引 張 に よ り 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ る 形 態 と し て い る が 、 弾 性 体 の 形 態  
に つ い て は 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 間 に 引 張 り 力 が 働  
く 形 態 で あ れ ば 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
カ バ ー 機 構 ５ （ 図 ６ か ら 図 ９ 参 照 ） を 構 成 す る 構 成 部 品 お よ び 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ と 、 カ  
バ ー ５ ０ ２ と 、 左 カ バ ー ５ ０ ３ の 構 造 と 役 割 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス ト ッ パ ー ５ ０ １ （ 図 ６ 参 照 ） は 、 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ に 有 す る 貫 通 穴 に 対 し 、 左 側 面 側 よ  



10

20

30

40

50

JP 3246312 U6 2024.4.22(11)

り 右 側 面 側 に 通 す こ と で 、 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ 右 側 面 側 に 四 角 錐 台 形 状 の 突 出 物 と し て 配 置  
後 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ に 弾 性 体 Ｃ ５ ０ ５ を 弾 性 体 Ｃ ５ ０ ５ の 貫 通 孔 を 通 し 配 置 し 、 ス ト ッ  
パ ー カ バ ー ５ ０ ４ に よ り 左 側 面 側 よ り 挟 み 込 む こ と で 、 弾 性 体 Ｃ ５ ０ ５ に は 、 加 圧 の 弾 性  
力 が 働 く 形 態 で 配 置 さ れ て お り 、 ス ト ッ パ ー レ バ ー ５ ０ ６ は ス ト ッ パ ー ５ ０ １ と 一 体 で あ  
る 。
カ バ ー ５ ０ ２ の 開 放 操 作 は 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ を 片 手 （ 左 手 ） の 指 先 （ 人 差 し 指 あ る い は  
中 指 ） で ス ト ッ パ ー レ バ ー ５ ０ ６ を 左 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る こ と で 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ の  
四 角 錐 台 形 状 の 突 出 物 を 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ 右 側 面 の 貫 通 穴 で 隠 れ る 位 置 ま で 移 動 さ せ る こ  
と が で き 、 そ の 状 態 を 維 持 さ せ た 状 態 に お い て 、 残 り の 指 先 （ 親 指 ） で 、 カ バ ー ５ ０ ２ を  
上 方 向 に 跳 ね 上 げ る こ と で 、 カ バ ー ５ ０ ２ は 開 放 さ れ る 。 指 を 放 す と 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １  
は 弾 性 体 Ｃ ５ ０ ５ の 加 圧 の 弾 性 力 に よ り 元 の 位 置 に 戻 る こ と で 、 カ バ ー ５ ０ ２ が ス ト ッ パ  
ー ５ ０ １ よ り 下 に 落 下 を 防 止 す る 構 造 と し て 働 く 構 成 で あ る 。 （ 図 ６ お よ び 図 ９ 参 照 ）
【 ０ ０ ３ １ 】
カ バ ー ５ ０ ２ を 閉 じ る 操 作 は 、 カ バ ー ５ ０ ２ を ス ト ッ パ ー ５ ０ １ の 上 よ り 押 し 下 げ る と 、  
カ バ ー ５ ０ ２ と ス ト ッ パ ー ５ ０ １ の 接 す る 面 の ス ト ッ パ ー 角 度 ５ ０ ８ を ４ ５ 度 の テ ー パ ー  
形 状 と す る こ と で 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ は 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ 右 側 面 の 貫 通 穴 で 隠 れ る 位 置 ま  
で 押 し 戻 さ れ 、 カ バ ー ５ ０ ２ は 下 に 落 下 す る 。 そ の 後 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ は 弾 性 体 Ｃ ５ ０  
５ の 加 圧 の 弾 性 力 に よ り 元 の 位 置 に 戻 る こ と で 、 ス ト ッ パ ー の 機 能 が 回 復 す る 構 成 で あ る  
（ 図 ６ 参 照 ）
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ６ の 弾 性 体 Ｃ ５ ０ ５ は 加 圧 に よ り 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ る 形 態 と し て い る が 、 弾 性 体 の 形 態  
に つ い て は 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ に 右 方 向 の 加 圧 力 が 働 く 形 態 で あ れ ば 制 限 さ れ る も の で は  
な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
カ バ ー ５ ０ ２ （ 図 ７ か ら 図 ９ 参 照 ） の 形 状 は 、 取 付 け ら れ た ロ ー ル 外 径 面 と 接 触 す る 部 分  
の 形 状 を 円 形 状 と し 、 未 使 用 の ロ ー ル を 配 置 し た 状 態 で 、 ロ ー ル 外 径 面 と 接 触 す る カ バ ー  
の 円 半 径 ５ ０ ９ ： R   を 未 使 用 の ロ ー ル の 想 定 さ れ る 最 大 外 径 円 半 径 ５ １ ０ ： R   と 同 じ  
円 半 径 ： R   と す る 。 カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ ー ブ の 先 端 点 ５ ２ ６ は 、 未 使 用 の ロ ー ル の 想 定  
さ れ る 最 大 外 径 円 と 接 す る 位 置 （ 図 ７ 参 照 ） と し 、 ロ ー ル が 使 用 さ れ て 小 さ く な る と ロ ー  
ル の 外 径 円 が カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ ー ブ と 接 す る 位 置 関 係 と な り 、 ロ ー ル 芯 ５ ２ ３ 部 分 に お  
い て も ロ ー ル の 外 径 円 は 、 カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ ー ブ と 接 す る 位 置 （ 図 ８ 参 照 ） と な る よ う  
配 置 す る こ と で 、 常 に ロ ー ル の 外 径 円 が カ バ ー ５ ０ ２ と 円 接 触 と な る よ う に 位 置 し 、 カ バ  
ー ５ ０ ２ の ロ ー ル と 接 す る 面 の 摩 擦 係 数 ： μ ＝ 0 . ２ 以 下 と す る こ と で 、 カ バ ー ５ ０ ２ と  
ロ ー ル の 間 の 摩 擦 抵 抗 を 最 小 限 と す る 構 成 と す る 。 未 使 用 の ロ ー ル の 想 定 さ れ る 最 大 外 径  
円 と 接 す る カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ ー ブ の 先 端 点 ５ ２ ６ に は 、 正 接 す る （ カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ  
ー ブ の 先 端 点 ５ ２ ６ か ら ロ ー ル 中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 、 直 線 部 分 を 有 す る カ ッ  
タ ー 歯 ５ １ １ が 有 し 、 カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ ー ブ の 開 始 位 置 ５ ２ ７ は 、 ロ ー ル の 中 心 点 よ り  
鉛 直 上 方 向 に 伸 ば し た 直 線 と 接 す る 位 置 （ 図 ７ 参 照 ） と し 、 カ バ ー 取 付 け 支 点 ５ １ ３ 位 置  
ま で 、 カ バ ー ５ ０ ２ の 円 カ ー ブ の 開 始 位 置 ５ ２ ７ よ り 、 カ バ ー ５ ０ ２ は 水 平 に 位 置 す る 配  
置 と し 、 カ バ ー 取 付 け 支 点 ５ １ ３ の 位 置 は 、 セ ン タ ー フ レ ー ム １ ０ ７ 左 側 面 （ 図 ９ 参 照 ）  
と 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ 右 側 面 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
セ ン タ ー フ レ ー ム １ ０ ７ と 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ と は 、 カ バ ー ベ ー ス ５ １ ４ を 介 し て 連 結 さ れ  
て お り 、 セ ン タ ー フ レ ー ム １ ０ ７ は 本 体 カ バ ー ５ １ ７ を 介 し て 右 フ レ ー ム ３ ０ ５ と 連 結 さ  
れ て お り 、 本 体 カ バ ー ５ １ ７ は 、 ベ ー ス フ レ ー ム ５ １ ５ と リ ア フ レ ー ム ５ １ ６ と 連 結 さ れ  
る こ と で 、 装 置 の 筐 体 を 構 成 し て い る 。 （ 図 ５ お よ び 図 ９ 参 照 ）
ベ ー ス フ レ ー ム ５ １ ５ に は 、 滑 り 止 め ５ ２ ４ を 有 す る こ と で 卓 上 設 置 を 可 能 と し て い る 。  
（ 図 ５ 参 照 ）                                                                         
【 ０ ０ ３ ５ 】
カ バ ー ベ ー ス ５ １ ４ に は 、 壁 面 に 取 り 付 け る た め の 取 付 け 穴 ５ ２ ５ を 有 し 、 設 置 す る 部 屋  
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の 壁 面 に 取 り 付 け て の 使 用 を 可 能 と し て い る 。 （ 図 ９ 参 照 ）
【 ０ ０ ３ ６ 】
左 カ バ ー ５ ０ ３ は 、 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ 左 側 面 に 固 定 配 置 さ れ た ヒ ン ジ ５ １ ８ と そ の ヒ ン ジ  
支 持 軸 ５ １ ９ に よ り 左 方 向 に 回 転 開 放 で き る 構 造 を 有 し 、 マ グ ネ ッ ト ５ ２ ０ を 有 す る こ と  
で 、 左 カ バ ー ５ ０ ３ を 閉 じ て 垂 直 位 置 に す る と 、 左 カ バ ー ５ ０ ３ は 、 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ に  
マ グ ネ ッ ト ５ ２ ０ の 着 磁 力 に よ り 固 定 さ れ る 。 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 先 端 形 状 は 、 軸 方 向 に  
対 し て ４ ５ 度 の テ ー パ ー を 有 す る こ と で 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 に 左 カ バ ー ５ ０ ３ に 固  
定 さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 軸 受 Ａ ５ ２ １ と の 勘 合 を 、 左 カ バ ー ５ ０ ３ を 閉 じ て 垂 直 位  
置 に す る 時 に 容 易 と す る 構 成 で あ る 。 （ 図 ９ 参 照 ）
【 ０ ０ ３ ７ 】
た と え ば 、 業 務 用 の キ ッ チ ン ペ ー パ ー や ア ル ミ ホ イ ル な ど 、 ロ ー ル 幅 が 広 く 、 製 品 単 体 の  
重 量 が 重 い 物 で も 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ に 位 置 す る 軸 受 の 配 置 を 、 両 持 ち 梁 構 造 の 配 置 と し  
た こ と で 、 軸 受 Ａ ５ ２ １ と 軸 受 Ｃ １ ０ ４ に 掛 か る 負 荷 を 均 等 と し 、 片 持 ち 梁 構 造 時 に 生 ず  
る 負 荷 集 中 に よ る 軸 受 の 摩 擦 抵 抗 に よ る 回 転 負 荷 ト ル ク の 増 加 を 防 止 す る 構 成 で あ る 。 以  
上 が カ バ ー 機 構 ５ の 説 明 で あ る 。 （ 図 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ３ ８ 】
前 記 ま で は 、 主 要 な 構 成 機 構 に つ い て の 説 明 で あ り 、 以 降 は 実 際 の 操 作 手 順 に 従 い 、 ロ ー  
ル の 取 付 け 及 び 交 換 手 順 、 お よ び 、 ５ つ の 機 構 （ ロ ー ル 固 定 機 構 １ 、 遊 星 歯 車 機 構 ２ 、 遊  
星 歯 車 開 放 構 構 ３ 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ 、 カ バ ー 機 構 ５ ） を 組 み 合 わ せ る こ と で 実  
現 さ れ る ３ つ の 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ロ ー ル の 取 付 け 及 び 交 換 手 順 ）
図 ９ は カ バ ー 類 が 開 放 さ れ ロ ー ル が 取 付 け ら れ る 前 の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 説 明 は 、  
図 １ に お い て 、 ロ ー ル が 取 付 け ら れ て い な い 状 態 を 仮 定 し て 、 説 明 を 開 始 す る 。 さ ら に 、  
図 は 左 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 装 置 の 機 器 配 置 で あ る の で 、 左 手 の み で 操 作 を 実 施 す  
る 場 合 の 手 順 を 例 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ロ ー ル の 取 付 け は 、 左 カ バ ー ５ ０ ３ を ヒ ン ジ 支 持 軸 ５ １ ９ よ り 左 方 向 に 回 転 開 放 し た 後 、  
左 手 の 指 先 （ 人 差 し 指 あ る い は 中 指 ） で ス ト ッ パ ー レ バ ー ５ ０ ６ を 左 方 向 に ス ラ イ ド さ せ  
、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ が 左 フ レ ー ム ５ ０ ７ 右 側 面 の 貫 通 穴 で 隠 れ る 位 置 ま で 移 動 さ せ て お き  
、 残 り の 指 先 （ 親 指 ） で 、 カ バ ー ５ ０ ２ を 上 方 向 に 跳 ね 上 げ る こ と で カ バ ー ５ ０ ２ が 開 放  
さ れ 、 図 ９ の 状 態 と な る 。 次 に 、 ロ ー ル 固 定 ネ ジ １ ０ ６ を 緩 め 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ を  
ロ ー ル 軸 １ ０ １ よ り 左 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ て 取 外 す 。
新 し い ロ ー ル を ロ ー ル 軸 １ ０ １ の 左 方 向 か ら ロ ー ル 軸 １ ０ １ に ロ ー ル の ロ ー ル 芯 を ロ ー ル  
軸 リ ブ １ ０ ８ ま で 差 し 込 み 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ を 左 方 向 か ら ロ ー ル 軸 １ ０ １ に 、 ロ ー  
ル の ロ ー ル 芯 が 固 定 す る ま で 差 し 込 み 、 ロ ー ル 固 定 ネ ジ １ ０ ６ を 締 め て 固 定 し 、 左 カ バ ー  
５ ０ ３ を ヒ ン ジ 支 持 軸 ５ １ ９ よ り 右 方 向 に 回 転 さ せ 、 マ グ ネ ッ ト ５ ２ ０ の 着 磁 力 に よ り 垂  
直 位 置 で 固 定 し 、 カ バ ー ５ ０ ２ を ス ト ッ パ ー ５ ０ １ よ り 下 に 押 し 下 げ る こ と で 、 ロ ー ル の  
設 置 （ 図 １ 参 照 ） が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ロ ー ル の 取 外 し は 、 逆 の 手 順 と す る 。                                                                         
【 ０ ０ ４ ２ 】
新 し い ロ ー ル の 取 付 け の 時 の み 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ を 使 用 し 、 手 動 で ロ ー ル が 手 に 取  
れ る 位 置 ま で 回 転 さ せ る 操 作 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 弾 性 力 蓄 勢 機 能 ）
ロ ー ル が カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下 に 手 に 取 れ る 量 、 引 き 出 さ れ て い る 状 態 （ 図 １ １ 参 照 ）  
に お い て 、 手 動 で ロ ー ル を 手 に 取 り 、 必 要 量 引 き 出 す 動 作 を す る こ と に よ り 、 手 動 で 引 き  
出 す 力 の 一 部 を 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ の 弾 性 力 と し て 蓄 勢 す る 機 能 で あ る 弾 性 力 蓄 勢 機 能 に つ い  
て 、 ロ ー ル 固 定 機 構 １ と 、 遊 星 歯 車 機 構 ２ と 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ と 、 ワ ン ウ ェ イ  
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ク ラ ッ チ ３ ０ １ と 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ に よ り 実 現 さ れ る 機 能 と 役 割 に つ い て 説 明 す  
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ は 、 右 フ レ ー ム ３ ０ ５ と 右 フ レ ー ム ３ ０ ５ に 固 定 位 置 す る ス ラ イ  
ド カ ム ガ イ ド Ａ ３ １ ２ を 介 し て 連 結 固 定 さ れ 、 か つ 、 遊 星 歯 車 機 構 ２ を 構 成 す る 太 陽 歯 車  
軸 ２ ０ １ に 取 り 付 け 配 置 さ れ て い る 。 （ 図 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ４ ５ 】
ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ が 機 能 し 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ が 固 定 さ れ 、 回 転 し な い 条 件 の 時 、 ロ  
ー ル 固 定 機 構 １ を 構 成 す る ロ ー ル 軸 １ ０ １ と 、 遊 星 歯 車 機 構 ２ を 構 成 す る イ ン タ ー ナ ル 歯  
車 支 持 台 ２ ０ ４ は 、 ロ ー ル 軸 ス リ ー ブ １ ０ ３ を 介 し て 連 結 固 定 さ れ て お り 、 ロ ー ル を 手 に  
取 り 、 手 動 で 、 ロ ー ル を 引 き 出 す 動 作 を 実 施 す る と 、 ロ ー ル は ロ ー ル 固 定 機 構 １ に よ り 固  
定 さ れ て い る の で 、 ロ ー ル を 引 き 出 す と ロ ー ル 軸 １ ０ １ も 回 転 し 、 同 時 に イ ン タ ー ナ ル 歯  
車 支 持 台 ２ ０ ４ と 連 結 固 定 さ れ て い る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ も 回 転 す る 。 遊 星 歯 車 機 構  
（ ダ ブ ル ピ ニ オ ン 式 ） の 原 理 に よ り 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ が ロ ー ル を 引 き 出 す 方 向 に  
回 転 す る こ と で 、 ２ 個 の 遊 星 歯 車 （ 遊 星 歯 車 Ａ ２ ０ ５ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ ） を 有 す る 遊 星  
歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ は 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ よ り 早 い 回 転 角 度 に て ロ ー ル を 引 き 出 す 方  
向 に 回 転 す る 。 （ 図 ２ 及 び 図 ３ 参 照 ）
【 ０ ０ ４ ６ 】
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に は 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ を 配 置 し て い る こ と で 、  
遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 回 転 角 度 は 、 回 転 始 点 ４ ０ ５ か ら 回 転 終 点 ４ ０ ６ ま で の リ ミ ッ タ  
ー 角 度 ４ ０ ２ に 制 限 さ れ て い る 。 （ 図 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ４ ７ 】
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に 有 す る 弾 性 体 固 定 ピ ン ４ ０ ３ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン ２ １  
２ の 間 に は 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ が 配 置 さ れ て い る の で 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ と イ ン タ ー ナ ル  
歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ の 間 に 生 じ る 公 転 角 度 差 が 、 弾 性 体 固 定 ピ ン ４ ０ ３ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ  
ン ２ １ ２ の 間 の 距 離 の 差 と な り 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ は 円 弧 状 の 弾 性 体 ガ イ ド ４ ０ ７ に よ り 、  
円 弧 状 に 引 っ 張 ら れ 、 そ の 円 弧 差 （ リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ の 円 弧 ） が 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ の 弾  
性 力 と し て 蓄 勢 さ れ る こ と に な る 。 （ 図 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ４ ８ 】
ロ ー ル を 引 き 出 す 方 向 に の み 回 転 す る ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ が 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ と  
遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 間 に ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ と ス ラ イ ド リ ン グ ３ ０ ２ を 介 し て 配  
置 さ れ て い る こ と で 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ の 機 能 に よ り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ は  
回 転 始 点 ４ ０ ５ よ り 公 転 方 向 で あ る ロ ー ル を 引 き 出 す 方 向 に の み 回 転 し 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４  
の 引 っ 張 り の 弾 性 力 は 、 ロ ー ル を 引 き 出 す の を 回 転 終 点 ４ ０ ６ に 至 る 前 に 中 止 し て も 、 蓄  
勢 状 態 を 維 持 し 続 け る 構 成 と し て い る 。 （ 図 ４ か ら 図 ５ 参 照 ）                                                         
【 ０ ０ ４ ９ 】
遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ の 働 き に よ り ロ ー ル を 引 き 出 す 方 向  
に の み 回 転 す る こ と で 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ と イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ の 公 転 角  
度 差 が 回 転 終 点 ４ ０ ６ に 至 る リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ に な る と 遊 星 歯 車 機 構 の 原 理 は 停 止 し  
、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ 及 び 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ は 機 械 的  
に 回 転 が 停 止 し 固 定 さ れ る 。 （ 図 ４ か ら 図 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ５ ０ 】
ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ が 機 能 し 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ が 固 定 さ れ 、 回 転 せ ず 、 か つ 、 遊 星 歯  
車 機 構 が 機 能 し 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ が 、 回 転 始 点 ４ ０ ５ よ り 公 転 方 向 で あ る ロ ー ル を  
引 き 出 す 方 向 に 回 転 終 点 ４ ０ ６ ま で 回 転 し 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に 引 っ 張 り の 弾 性 力 を 蓄 勢 さ  
せ る 事 が 出 来 る 条 件 は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 を 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４  
の 回 転 終 点 ４ ０ ６ ま で 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ を 蓄 勢 さ せ る こ と の で き る ト ル ク 値 以 上 に 設 定 す る  
こ と を 条 件 と す る 。 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ が リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ の 回 転 始 点 ４ ０ ５ よ り  
公 転 し 、 回 転 終 点 ４ ０ ６ に 至 り 公 転 を 中 止 し 、 ロ ー ル を 引 き 出 す ト ル ク が ト ル ク リ ミ ッ タ  
ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 以 上 と な る と 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ は 滑 り を 発 生 し 、 太 陽 歯 車 軸  
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２ ０ １ は 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ と 共 に 機 械 的 に 固 定 さ  
れ た 状 態 な の で 、 ロ ー ル を 手 動 で 引 き 出 す と ロ ー ル と 同 じ 回 転 角 度 で 弾 性 力 を 蓄 勢 さ せ る  
機 構 全 体 （ ロ ー ル 固 定 機 構 １ と 、 遊 星 歯 車 機 構 ２ と 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ ） と 共 に  
引 き 出 す 方 向 に 回 転 す る 。 （ 図 ２ か ら 図 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ５ １ 】
ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 は 前 記 で の 条 件 に 加 え て 、 ロ ー ル の 芯 部 分 で の ロ ー ル  
の 引 張 り 切 断 （ ロ ー ル が ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て 、 引 き 出 し 途 中 に 切 れ る ） ト ル ク よ り も  
小 さ い 値 と す る こ と を 条 件 と し 、 か つ 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー な ど 、 定  
量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置 さ れ て い る ミ シ ン 目 付 き ロ ー ル を 使 用 す る 場 合 に は 、 ト ル ク リ ミ  
ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 を ロ ー ル の 芯 部 分 に 配 置 さ れ て い る ミ シ ン 目 部 分 の 引 張 り 切 断 （  
ロ ー ル が ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て 、 引 き 出 し 途 中 に ミ シ ン 目 が 切 れ る ） ト ル ク よ り も 小 さ  
い 値 と す る こ と を 条 件 と す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 考 案 は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 が 上 記 条 件 を 満 た す こ と で 、 ロ ー ル を 手 動  
で 引 き 出 す 量 は 制 限 さ れ ず 、 か つ 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に 弾 性 力 と し て 蓄 勢 さ れ る 時 間 的 な 期  
間 を 制 限 さ れ る こ と な く 、 そ の 弾 性 力 の 蓄 勢 量 は リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ の 範 囲 に 制 限 す る  
弾 性 力 蓄 勢 機 能 で あ る 。 （ 図 ２ お よ び 図 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ロ ー ル カ ッ ト 機 能 ）
以 降 は 、 手 動 で 引 き 出 し た ロ ー ル を カ ッ ト さ せ る 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 に つ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 １ ０ は 、 カ バ ー 機 構 ５ の 断 面 図 で あ り 、 ロ ー ル を カ ッ ト す る 時 の 、 ロ ー ル と カ バ ー ５ ０  
２ の 位 置 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。 ロ ー ル を カ ッ ト す る た め に 、 ロ ー ル を 上 方 向 （ 矢 印 方 向  
） に 持 ち 上 げ る と 、 カ バ ー ５ ０ ２ は 、 カ バ ー 取 付 け 支 点 ５ １ ３ を 中 心 に 上 方 向 に 回 転 す る  
が 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ が 配 置 さ れ て い る こ と で 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ の 位 置 で 回 転 が 固 定 さ  
れ 、 ロ ー ル と カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ の 間 に は カ ッ タ ー 歯 角 度 ５ １ ２ ： θ （ 度 ） が 生 じ る 関 係 と  
な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ロ ー ル を 取 付 け て い る ロ ー ル 軸 １ ０ １ に は 、 遊 星 歯 車 機 構 を 介 し て ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １  
０ （ 図 ２ 参 照 ） が 連 結 さ れ て い る こ と で 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 機 能 し 、 ロ ー ル 軸 １ ０ １ に  
は 回 転 を 静 止 固 定 す る ト ル ク が 働 き 、 ロ ー ル 軸 １ ０ １ は 回 転 せ ず 、 ロ ー ル 半 径 ５ ２ ２ ： Ｘ  
と す る と 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ と ロ ー ル 間 に は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク ： Ｔ ｒ の  
働 き に よ り 引 張 り 張 力 ： Ｔ が 発 生 す る 。
Ｔ ｒ ＝ Ｔ × Ｘ              （ １ ）
Ｆ ＝ Ｔ × c o s θ             （ ２ ）
Ｆ ＝ ( Ｔ r × c o s θ ) ÷  Ｘ     （ ３ ）
ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク ： Ｔ ｒ   は 、 上 記 の 式 （ １ ） と な り 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １  
に は 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 ： Ｆ   が 引 張 り 張 力 ： Ｔ と カ ッ タ ー 歯 角  
度 ５ １ ２ ： θ （ 度 ） の 位 置 関 係 に よ り 、 上 記 の 式 （ ２ ） と な る 。 上 記 の 式 ( １ ) と 式 ( ２ ) を  
整 理 す る と 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 ： Ｆ   は 上 記 の 式 （ ３ ） と な る 。  
（ 図 １ ０ 参 照 ）
【 ０ ０ ５ ６ 】
カ バ ー ５ ０ ２ が ス ト ッ パ ー ５ ０ １ に よ り 固 定 さ れ た 位 置 関 係 に お い て 、 未 使 用 ロ ー ル が 配  
置 さ れ て い る 時 の 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ に お け る カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ  
る カ ッ ト を 助 け る 力 ： Ｆ Ｒ 、 カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ R （ 度 ） と し 、 ロ ー ル 芯 が 配 置 さ れ て い  
る 時 の 想 定 さ れ る ロ ー ル 芯 の 最 小 半 径 ： ｒ   に お け る カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助  
け る 力 ： Ｆ ｒ 、 カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ ｒ （ 度 ） と し て 上 記 の 式 ( ３ ) に 当 て は め る と 、 次 式 (  
４ ) と 次 式 ( ５ ) に な る 。
　 　 　 　 　 　 Ｆ Ｒ ＝ ( Ｔ r × c o s θ R ) ÷  R     （ ４ ）
　 　 　 　 　 　 Ｆ r ＝ ( Ｔ r × c o s θ r ) ÷  r      （ ５ ）
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こ の 時 、 上 記 の 式 ( ４ ) と 式 ( ５ ) を 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 が 等 し く な  
る （ Ｆ Ｒ ＝ Ｆ ｒ ） 条 件 と し て 整 理 す る と 、 想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル が 設 置 さ れ て  
い る 時 （ 図 ７ 参 照 ） 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ は 、 ロ ー ル 外 径 円 に 対 し て 、 正 接 す る （ カ バ ー ５  
０ ２ の 円 カ ー ブ の 先 端 点 ５ ２ ６ か ら ロ ー ル 中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 位 置 す る た め  
、 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ に お け る カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ R  =  ０ （ 度 ） と  
な る 。
カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 ： Ｆ を 、 近 似 値 （ Ｆ Ｒ ≒ Ｆ ｒ ） と す る こ と の で  
き る 力 学 的 な 関 係 式 は 、 上 記 の 式 ( ４ ) と 式 ( ５ ) を 整 理 す る と 、 想 定 さ れ る ロ ー ル 芯 の 最 小  
半 径 ： ｒ   に お け る カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ ｒ （ 度 ） を 下 記 の 数 式 １ の 式 （ ６ ） の 位 置 関 係 に  
配 置 す る 時 に 構 成 さ れ る 。 （ 図 ７ お よ び 図 １ ０ 参 照 ）                                                                       
【 数 １ 】

【 ０ ０ ５ ７ 】
ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ を 配 置 し 、 上 記 の 数 式 １ の 式 （ ６ ） の 位 置 関 係 に 機 器 を 構 成 す る  
こ と で 、 ロ ー ル 軸 １ ０ １ は 回 転 せ ず 、 ロ ー ル を カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ で カ ッ ト す る 力 を 、 未 使  
用 ロ ー ル か ら ロ ー ル 芯 ま で 、 ほ ぼ 同 じ （ 近 似 ） 力 で の カ ッ ト が 可 能 で あ り 、 か つ 、 上 記 の  
式 ( ４ ) よ り 近 似 値 と し て カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 ： F   が 、 下 記 の 式 ( ７  
) に よ り 求 め ら れ る 値 と し て 機 能 す る 。 さ ら に 、 ス ト ッ パ ー ５ ０ １ を 配 置 し た こ と で 、 カ  
バ ー ５ ０ ２ を 手 で 押 え る 必 要 が 無 く な り 、 片 手 の み で ロ ー ル を カ ッ ト で き る ロ ー ル カ ッ ト  
機 能 で あ る 。 （ 図 ７ お よ び 図 １ ０ 参 照 ）
F   ≒ Ｔ r ÷ Ｒ         （ ７ ）
【 ０ ０ ５ ８ 】
た と え ば 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど の よ う に 引 張 強 度 の 大 き い 材 料 を 使 用 す る 場 合 、 現 状 で は 、  
カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ の 形 状 を 鋭 利 な 形 状 と す る 必 要 が あ る が 、 本 考 案 で は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ  
ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 ： Ｔ ｒ を 、 弾 性 力 蓄 勢 機 能 で 説 明 し た 条 件 と 上 記 の 式 ( ７ ) に よ り 、 大  
き な 値 と す る こ と が 可 能 で あ り 、 カ ッ ト 時 に カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 ：  
F   を 大 き く す る こ と が で き 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ 形 状 を 鋭 利 な 形 状 と す る こ と な く カ ッ ト  
が 可 能 で あ り 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど の よ う に 引 張 強 度 の 大 き い 材 料 を 使 用 す る 場 合 に お い て  
も 、 安 全 性 が 高 い 製 品 と す る こ と が で き る 。             
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ロ ー ル 排 出 機 能 ）
次 に 弾 性 力 蓄 勢 機 能 に よ り 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ 、 か つ 、 ロ ー ル カ ッ ト 機  
能 に よ り 引 き 出 し た ロ ー ル が カ ッ ト さ れ た 状 態 に お い て 、 機 械 的 に 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を  
押 下 げ る こ と で 、 ロ ー ル を カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下 に 排 出 す る 機 能 で あ る 、 ロ ー ル 排 出 機  
能 に つ い て 説 明 す る 。 （ 図 １ １ 参 照 ）
【 ０ ０ ６ ０ 】
排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 下 方 向 に 押 し 下 げ る と 、 遊 星 歯 車 開 放 構 構 ３ の ス ラ イ ド カ ム ３ １ １  
の カ ム 機 構 が 働 き 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ が 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に 対 し て 右 方 向  
に 移 動 す る こ と で 連 結 配 置 さ れ て い る 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ も 右 方 向 に 移 動 し 、 太 陽 歯 車  
２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ の か み 合 わ せ は 開 放 さ れ 、 遊 星 歯 車 機 構 が 開 放 さ れ る 。 （ 図 ４  
参 照 ）
【 ０ ０ ６ １ 】
ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ が 取 付 け ら れ て い る 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ に は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー  
２ １ ０ が 連 結 さ れ て お り 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の 静 止 ト ル ク に よ り 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １  
は 固 定 さ れ 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ も 回 転 せ ず 固 定 さ れ た 状 態 で あ り 、 遊 星 歯 車 機 構 が 開  
放 さ れ た こ と で 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ に 有 す る 弾 性 体 固 定 ピ ン ４ ０ ３ と 遊 星 歯  
車 支 持 台 ピ ン ２ １ ２ の 間 に 配 置 さ れ て い る 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に 蓄 勢 さ れ た 弾 性 力 も 開 放 さ れ  
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、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 両 方 に 引 張 り の 弾 性 力 が 働 く  
が 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ ３ ０ １ が 連 結 さ れ て い る こ と で 、 ロ ー  
ル を 引 き 出 す 方 向 に の み 回 転 す る 構 造 の た め に 、 逆 転 方 向 に は 回 転 せ ず 固 定 さ れ た 状 態 と  
な る 。 （ 図 ２ 、 ４ 、 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ６ ２ 】
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ は 、 遊 星 歯 車 機 構 が 開 放 さ れ た 条 件 に お い て は 、 太 陽 歯 車  
軸 ２ ０ １ の 外 周 を 自 由 に 回 転 す る 状 態 で あ り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ が 固 定 さ れ て い る こ  
と で 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ は 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に よ る 引 張 り の 弾 性 力 に よ り 太  
陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 外 周 を 、 ロ ー ル を 引 き 出 す 方 向 に 回 転 始 点 ４ ０ ５ ま で 回 転 す る 。
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 ２ ０ ４ は ロ ー ル を 取 付 け て い る ロ ー ル 軸 １ ０ １ と 連 結 固 定 さ れ て  
い る こ と で 、 ロ ー ル も ロ ー ル を 引 き 出 す 方 向 に 回 転 し 、 ロ ー ル が カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下  
に 排 出 さ れ る 。 （ 図 ２ 、 ４ 、 ５ 、 １ １ 参 照 ）
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ の 時 、 カ バ ー ５ ０ ２ と ロ ー ル の 外 径 面 と は 、 図 ７ お よ び 図 ８ よ り 、 常 に ロ ー ル が カ バ ー  
５ ０ ２ と 円 接 触 と な る よ う に 位 置 し 、 カ バ ー ５ ０ ２ の ロ ー ル と 接 す る 面 の 摩 擦 係 数 ： μ ＝  
0 . ２ 以 下 と す る こ と で 、 カ バ ー ５ ０ ２ と ロ ー ル 間 の 摩 擦 抵 抗 が 最 小 限 で あ る 構 造 と な り  
、 回 転 負 荷 ト ル ク を 最 小 限 と し 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の ト ル ク 値 を 下 げ る こ と で 、 ロ  
ー ル を 人 力 で 引 き 出 す 力 も 減 少 さ せ る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
た と え ば 、 上 記 説 明 で は 、 ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ の カ ム 機 構 に よ り 、 垂 直 方 向 の 力 を 横 方 向  
に 変 換 し 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ を 退 避 さ せ 、 遊 星 歯 車 機 構 を 機 械 的 に 開 放 さ せ て い た も  
の を 、 人 感 セ ン サ ー に よ り 電 気 的 に 動 作 さ せ る 方 式 と し 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ を 直 接 横  
方 向 に 電 気 的 に 退 避 さ せ る 機 構 と す る と 、 機 器 に 触 れ る こ と な く 、 ロ ー ル に 指 先 の み で 直  
接 ア ク セ ス で き 、 よ り 衛 生 的 に 使 用 で き る 機 器 と す る こ と が 可 能 と な る 。 （ 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 数 ２ 】

本 考 案 の 遊 星 歯 車 機 構 は 、 ダ ブ ル ピ ニ オ ン 式 で あ り 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ の 歯 数 ： Z  
I 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ の 歯 数 ： Z S と す る と 、 歯 車 比 ： G r は 上 記 数 式 ２ の 式 （ ８ ） と な り 、 イ  
ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ の 回 転 数 ： N I 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ の 回 転 数 ： N S 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ２  
０ ７ の 回 転 数 ： N Ｃ と す る と 基 本 運 動 式 は 上 記 数 式 ２ の 式 （ ９ ） と な る 。
本 考 案 で は 、 遊 星 歯 車 機 構 を ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ が 機 能 し 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ が 固 定 さ  
れ た 条 件 で 働 く 機 構 と し た の で 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ の 回 転 数 ： N S ＝ ０ と な る 。 ま た 、 本 考  
案 は 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 ２ ０ ３ と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 回 転 の 差 を 利 用 す る 機 構 と し て  
い る の で 、 そ の 回 転 数 の 差 ： ｄ Ｎ と す る と 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ の 回 転 数 ： N Ｃ は 上 記 数  
式 ２ の 式 （ １ ０ ） と な り 、 上 記 数 式 ２ の 式 （ ９ ） に 代 入 し て ま と め る と 、 上 記 数 式 ２ の 式  
（ １ １ ） と な る 。
本 考 案 は 、 回 転 角 度 差 を 利 用 し て い る の で 、 手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る ま で に ロ  
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ー ル 軸 １ ０ １ が 回 転 す る 角 度 ： D  （ 度 ） 、 こ の 考 案 の ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り ロ ー ル 軸 １  
０ １ が ロ ー ル を 排 出 す る た め に 回 転 す る 角 度 ： D e l t a  （ 度 ） と し 、 回 転 数 を 角 度 に 変 換  
し て 表 す と 、 上 記 数 式 ２ の 式 （ １ ２ ） と な り 、 上 記 数 式 ２ の 式 （ ８ ） の 歯 車 比 ： G r を 置  
き 換 え て 、 分 か り 易 く 表 す と 上 記 数 式 ２ の 式 （ １ ３ ） と な る 。 （ 図 ２ お よ び 図 ３ 参 照 ）
【 ０ ０ ６ ６ 】
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ は 、 上 記 数 式 ２ の 式 （ １ ３ ） に よ り 求 め る こ と の で き る 、 ロ ー  
ル 排 出 機 能 に よ り ロ ー ル 軸 １ ０ １ が ロ ー ル を 排 出 す る た め に 回 転 す る 角 度 ： D e l t a  （ 度  
） を 、 リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ に 制 限 す る 機 構 で あ る 。 手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 す 量 は 制 限 せ  
ず 、 ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り ロ ー ル が カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下 に 排 出 さ れ る 量 の み を 、 リ ミ  
ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ に よ り 制 限 す る 機 能 で あ る 。 従 っ て 、 リ ミ ッ タ ー 角 度 ４ ０ ２ の 範 囲 を 調  
整 で き る 構 造 と す る こ と で 、 カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下 に 排 出 さ れ る 最 大 ロ ー ル 量 を 調 整 す  
る こ と を 可 能 と し た 機 構 で あ る 。 （ 図 ４ 、 ５ 、 ９ 参 照 ）                                                                       
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 数 ３ 】

た と え ば 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー や キ ッ チ ン ペ ー パ ー の よ う に 、 定 量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置  
さ れ て い る ミ シ ン 目 付 き の 製 品 を 使 用 し た 場 合 、 未 使 用 ロ ー ル か ら ロ ー ル 芯 ま で ロ ー ル を  
引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 も ミ シ ン 目 の 間 隔 と な る 。
未 使 用 ロ ー ル が 配 置 さ れ て い る 時 、 未 使 用 ロ ー ル の 半 径 ： Ｒ に お い て ロ ー ル を 引 き 出 し カ  
ッ ト す る ま で に ロ ー ル 軸 １ ０ １ が 回 転 す る 角 度 ： D Ｒ （ 度 ） 、 未 使 用 ロ ー ル の 半 径 ： Ｒ に  
お い て 引 き 出 す 長 さ ： Ｌ R と し 、 ロ ー ル 芯 が 配 置 さ れ て い る 時 、 ロ ー ル 芯 の 半 径 ： ｒ   に  
お い て ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る ま で に ロ ー ル 軸 １ ０ １ が 回 転 す る 角 度 ： D ｒ （ 度 ） 、  
ロ ー ル 芯 の 半 径 ： ｒ   に お い て 引 き 出 す 長 さ ： Ｌ ｒ と す る と 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ４ ） 、  
式 （ １ ５ ） と な る が 、 未 使 用 の ロ ー ル と ロ ー ル 芯 部 分 で 引 き 出 す 長 さ が 同 じ （ Ｌ Ｒ ＝ Ｌ ｒ  
） と な る の は 、 無 次 元 式 と し て 表 す と 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ６ ） が 条 件 と な る 。
こ の 考 案 の ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り ロ ー ル 軸 １ ０ １ が ロ ー ル を 排 出 す る た め に 回 転 す る 角 度  
： D e l t a （ 度 ） は 、 上 記 数 式 ２ の 式 （ １ ２ ） に よ り 求 め る こ と が で き る の で 、 未 使 用 ロ ー  
ル が 配 置 さ れ て い る 時 、 未 使 用 ロ ー ル の 半 径 ： Ｒ   に お い て ロ ー ル 軸 １ ０ １ が ロ ー ル を 排  
出 す る た め に 回 転 す る 角 度 ： ｄ  R （ 度 ） 、 未 使 用 ロ ー ル の 半 径 ： Ｒ に お い て ロ ー ル 排 出  
機 能 に よ り 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 長 さ ： ｄ Ｌ Ｒ と し 、 ロ ー ル 芯 が 配 置 さ れ て い る 時 、 ロ ー  
ル 芯 の 半 径 ： ｒ   に お い て ロ ー ル 軸 １ ０ １ が ロ ー ル を 排 出 す る た め に 回 転 す る 角 度 ： ｄ ｒ  
（ 度 ） と し 、 ロ ー ル 芯 の 半 径 ： ｒ   に お い て ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の  
長 さ ： ｄ Ｌ ｒ   と す る 時 、 ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 長 さ も 同 じ （ ｄ Ｌ  
Ｒ ＝ ｄ Ｌ ｒ ） 関 係 と な る 条 件 は 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ４ ） 、 式 （ １ ５ ） に 置 き 換 え て 計 算  
す る と 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ６ ） と 同 様 な 関 係 式 と な り 、 ま と め る と 、 上 記 数 式 ３ の 式 （  
１ ７ ） と 表 す こ と が で き る 。 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ７ ） を 、 ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る ま  
で に ロ ー ル 軸 １ ０ １ が 回 転 す る 角 度 と 、 ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り ロ ー ル 軸 １ ０ １ が 回 転 す る  
角 度 の 比 に と し て 並 び 替 え る と 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ８ ） と な る 。
ロ ー ル 軸 １ ０ １ が ロ ー ル を 排 出 す る た め に 回 転 す る 角 度 ： D e l t a （ 度 ） の 計 算 式 、 上 記 数  
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式 ２ の 式 （ １ ２ ） も ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る ま で に ロ ー ル 軸 １ ０ １ が 回 転 す る 角 度 ：  
D （ 度 ） と 、 ロ ー ル 軸 １ ０ １ が ロ ー ル を 排 出 す る た め に 回 転 す る 角 度 ： D e l t a （ 度 ） の 比  
と し て 並 び 替 え 、 無 次 元 式 で 表 す る と 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ９ ） と な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 数 ４ 】

未 使 用 の ロ ー ル と ロ ー ル 芯 部 分 に お い て も ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 送 り 出 さ れ る 長 さ が 同 じ  
（ ｄ Ｌ Ｒ ＝ ｄ Ｌ ｒ ） と な る 条 件 は 、 上 記 数 式 ３ の 式 （ １ ９ ） の 値 が 、 常 に 上 記 数 式 ３ の 式  
（ １ ８ ） の 値 の 近 似 値 と な る よ う に 設 定 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る の で 、 上 記 数 式 ４ の 式  
（ ２ ０ ） の 関 係 と な り 、 ま と め る と 上 記 数 式 ４ の 式 （ ２ １ ） と な り 、 上 記 数 式 ２ の 式 （ ８  
） の 歯 車 比 ： G r   を 代 入 し て こ の 式 を 分 か り 易 く 表 す と 上 記 数 式 ４ の 式 （ ２ ２ ） と な る 。
歯 車 比 ： G r   を 上 記 数 式 ４ の 式 （ ２ ２ ） の 近 似 値 と す る こ と で 、 未 使 用 の ロ ー ル を 使 用  
し た 時 と ロ ー ル 芯 部 分 を 使 用 し た 時 に 、 手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 が 同 じ で  
あ れ ば 、 こ の 考 案 の ロ ー ル 排 出 機 能 に お い て は 、 ロ ー ル が カ ッ タ ー 歯 ５ １ １ よ り 下 に 排 出  
さ れ る ロ ー ル の 量 を 、 未 使 用 の ロ ー ル を 使 用 し た 時 に 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 量 と ロ ー ル 芯  
部 分 を 使 用 し た 時 に 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 量 を 、 ほ ぼ 同 量 （ 近 似 ） と す る 構 成 で あ る 。 （  
図 １ １ 参 照 ）
【 ０ ０ ６ ９ 】
排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 下 方 向 に 押 し 下 げ る の を 中 止 す る と 、 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ に 蓄 勢 さ れ た  
加 圧 の 弾 性 力 に よ り 加 圧 板 ３ ０ ７ は 、 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 軸 方 向 に 対 し て 左 方 向 に 押 し 戻  
さ れ 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ も 左 方 向 に 押 し 戻 さ れ る こ と で 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４  
と 連 結 さ れ て い る 遊 星 歯 車 支 持 台 ２ ０ ７ も 左 方 向 に 移 動 し 、 ス ラ イ ド ス リ ー ブ ３ ０ ４ に よ  
り ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ の カ ム 機 構 が 押 し 戻 さ れ 、 ス ラ イ ド カ ム ３ １ １ は 元 の 位 置 に 戻 さ れ  
る こ と で 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ も 元 の 位 置 に 戻 る 。 （ 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ７ ０ 】
遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン ２ １ ２ の 位 置 は 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 下 方 向 に 押 し 下 げ た 時 点 で 、  
遊 星 歯 車 機 構 が 開 放 さ れ 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に よ る 引 張 り 力 に よ り 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構  
４ の 回 転 始 点 ４ ０ ５ に 戻 っ て い る の で 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 下 方 向 に 押 し 下 げ る の を 中  
止 す る と 、 弾 性 体 Ｂ ３ ０ ８ に 蓄 勢 さ れ た 加 圧 の 弾 性 力 に よ り 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車  
Ｂ ２ ０ ６ と の か み 合 わ せ を 回 復 さ せ る 力 が 働 く 。 さ ら に 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２  
０ ６ の 歯 車 形 状 は 、 ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 ３ １ ４ を 有 し て お り 、 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ は 右 側 が ク ラ  
ッ チ 歯 車 形 状 ３ １ ４ を 有 し 、 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ は 左 側 が ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 ３ １ ４ を 有 す る  
こ と で 、 容 易 に 太 陽 歯 車 ２ ０ ２ と 遊 星 歯 車 Ｂ ２ ０ ６ と の か み 合 わ せ が 回 復 し 、 遊 星 歯 車 機  
構 が 再 度 構 成 さ れ る 。 （ 図 ４ お よ び 図 ５ 参 照 ）                                                                       
【 ０ ０ ７ １ 】
排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 天 面 に 配 置 す る こ と で （ 図 １ １ 参 照 ） 、 両 手 が 汚 れ た 状 態 で も 、 手  
の 指 以 外 の 部 位 、 た と え ば 、 肘 な ど で 押 し 下 げ る こ と で 、 ロ ー ル を 排 出 さ せ る こ と が 可 能  
で あ り 、 汚 れ た 指 先 で も ロ ー ル を 指 先 で つ ま む こ と を 可 能 と し た 機 構 で あ る 。
上 記 ま で が 、 ロ ー ル 排 出 機 能 の 説 明 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
本 考 案 は 、 ３ つ の 機 能 （ ロ ー ル 排 出 機 能 、 弾 性 力 蓄 勢 機 能 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 ） の 組 合 せ  
に よ り 下 記 の 一 連 の 流 れ を 構 成 し て い る 。
ま ず 、 ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 押 す と 、 ロ ー ル を カ ッ タ ー 歯 ５ １ １  
よ り 下 に 、 手 に 取 れ る 量 排 出 す る 。 （ 図 １ １ 参 照 ）
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次 に 、 人 力 に よ り ロ ー ル を 必 要 量 引 き 出 す こ と で 、 弾 性 力 蓄 勢 機 能 に よ り 、 ロ ー ル を 引 き  
出 す 力 の 一 部 を 必 要 な 時 に 使 用 で き る よ う に 、 弾 性 体 Ａ ４ ０ ４ に 弾 性 力 と し て 蓄 勢 さ せ て  
お き 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 に よ り 、 片 手 の み で ロ ー ル を カ ッ ト す る こ と を 可 能 と す る 構 成 で  
あ る 。 （ 図 ５ お よ び 図 １ ０ 参 照 ）
一 連 の 流 れ を 構 成 さ せ る こ と で 、 未 使 用 の ロ ー ル 取 付 け 後 は 、 ロ ー ル 芯 ま で 連 続 し て 使 用  
出 来 る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
た と え ば 、 図 ２ は 左 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 配 置 で あ る が 、 上 記 ３ 機 能 の 配 置 を 、 ロ  
ー ル 取 り 付 け 面 で あ る セ ン タ ー フ レ ー ム １ ０ ７ を 基 準 面 と し て 左 右 反 転 配 置 す る こ と で 、  
左 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 配 置 か ら 右 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 配 置 へ と 変 更 可 能  
と し て い る 。 （ 図 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ７ ４ 】
本 考 案 に お い て は 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 と ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ の み お 用 い た 装 置 の 使 用  
も 可 能 で あ る 。 遊 星 歯 車 機 構 ２ と 、 遊 星 歯 車 開 放 機 構 ３ と 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 ４ を  
使 用 せ ず 、 ロ ー ル 固 定 機 構 １ の ロ ー ル 軸 １ ０ １ を 太 陽 歯 車 軸 ２ ０ １ の 替 り に 回 転 の 中 心 軸  
と し 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー ２ １ ０ を 直 接 、 ロ ー ル 軸 １ ０ １ に 接 続 さ せ る 構 成 と す る と 、 手 動  
で 、 ロ ー ル 固 定 ノ ブ １ ０ ５ を 回 転 さ せ 、 ロ ー ル を 手 に 取 れ る 量 を 引 き 出 す 操 作 を 実 施 す る  
必 要 は あ る が 、 全 て の 操 作 を 片 手 の み で 実 施 す る こ と が 可 能 な 構 成 で あ る 。 （ 図 ２ 参 照 ）
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ 医 療   介 護 ）
ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー を 取 り 付 け 使 用 す る 装 置 （ 本 実 施 例 ） に お い て 、 本 考 案 は 片 手 の み に  
よ り 取 り 付 け 及 び 使 用 す る こ と が 可 能 な こ と か ら 、 脳 梗 塞 の 後 遺 症 に よ り 半 身 不 随 に な ら  
れ た 方 で も 片 手 の み で の 操 作 が 可 能 で あ れ ば 使 用 す る こ と が で き 、 機 器 の レ イ ア ウ ト を 左  
右 対 称 に す る こ と で 右 手 の み で の 操 作 を 可 能 と し た 配 置 、 あ る い は 、 左 手 の み で の 操 作 を  
可 能 と し た 配 置 と す る 事 が で き 、 簡 単 な 操 作 「 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 押 す 、 用 紙 を 指 先 で  
引 き 出 し 、 上 に 持 ち 上 げ カ ッ ト す る 」 の み の 操 作 で 可 能 で あ り 、 リ ハ ビ リ 用 機 器 の 機 能 も  
そ な え て い る 。
卓 上 型 と し て も 使 用 可 能 で あ り 、 人 力 の み で 使 用 で き る た め 使 用 す る 場 所 が 制 限 さ れ ず 、  
持 ち 運 ん で の 使 用 が 可 能 で あ り 、 汚 物 な ど で 両 手 が 汚 れ た ま ま で も 、 腕 の 一 部 位 た と え ば  
肘 で 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 押 す こ と で 、 装 置 を 汚 す こ と な く 、 指 先 で つ ま む こ と で 手 に  
取 れ る の で 介 護 用 と し て の 応 用 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 公 共 施 設 ）
ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー を 取 り 付 け 使 用 す る 装 置 に お い て 、 排 出 ス イ ッ チ ３ １ ０ を 人 感 セ ン サ  
ー に よ り 電 気 的 に 動 作 さ せ る 機 構 と し た と き 、 機 器 に 触 れ る こ と な く 、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ  
ー に 指 先 の み で 直 接 ア ク セ ス で き 、 よ り 衛 生 的 に 使 用 で き る の で 、 公 共 施 設 で の 使 用 が 期  
待 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ キ ッ チ ン 用 品 ）
キ ッ チ ン に お け る 作 業 で は 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど を 使 用 す る 場 合 、 水 ・  
油 ・ 食 材 等 に よ り 両 手 が 汚 れ た ま ま で 取 り 出 そ う と す る と 、 取 り 付 け て あ る 機 器 を 汚 し て  
し ま う の で 、 一 度 手 を 洗 い 布 巾 な ど で ふ き 取 っ た 後 で 取 り 出 す 必 要 が あ る が 、 本 考 案 の 装  
置 で は 、 両 手 が 塞 が っ て い る 状 態 で も 腕 の 一 部 位 た と え ば 肘 で 、 排 出 ス イ ッ チ を 押 す こ と  
が で き 、 装 置 を 汚 す こ と な く 、 指 先 で つ ま む こ と で 手 に 取 れ る の で 、 業 務 用 機 器 と し て の  
応 用 が 期 待 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
１       ロ ー ル 固 定 機 構
２       遊 星 歯 車 機 構
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３       遊 星 歯 車 開 放 機 構
４       回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構
５       カ バ ー 機 構
１ ０ １   ロ ー ル 軸
１ ０ ２   軸 受 B
１ ０ ３   ロ ー ル 軸 ス リ ー ブ
１ ０ ４   軸 受 C
１ ０ ５   ロ ー ル 固 定 ノ ブ
１ ０ ６   ロ ー ル 固 定 ネ ジ
１ ０ ７   セ ン タ ー フ レ ー ム
１ ０ ８   ロ ー ル 軸 リ ブ
１ ０ ９   ロ ー ル 固 定 ノ ブ リ ブ
１ １ ０   ロ ー ル 軸 リ ブ 角 度
１ １ １   ロ ー ル 固 定 ノ ブ リ ブ 角 度
２ ０ １   太 陽 歯 車 軸
２ ０ ２   太 陽 歯 車
２ ０ ３   イ ン タ ー ナ ル 歯 車
２ ０ ４   イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台
２ ０ ５   遊 星 歯 車 A
２ ０ ６   遊 星 歯 車 B
２ ０ ７   遊 星 歯 車 支 持 台
２ ０ ８   遊 星 歯 車 支 持 軸 A
２ ０ ９   遊 星 歯 車 支 持 軸 B
２ １ ０   ト ル ク リ ミ ッ タ ー
２ １ １   軸 受 Ｄ
２ １ ２   遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン
３ ０ １   ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ
３ ０ ２   ス ラ イ ド リ ン グ
３ ０ ３   軸 受 Ｅ
３ ０ ４   ス ラ イ ド ス リ ー ブ
３ ０ ５   右 フ レ ー ム
３ ０ ６   加 圧 ピ ン
３ ０ ７   加 圧 板
３ ０ ８   弾 性 体 Ｂ
３ ０ ９   軸 受 Ｆ
３ １ ０   排 出 ス イ ッ チ
３ １ １   ス ラ イ ド カ ム
３ １ ２   ス ラ イ ド カ ム ガ イ ド Ａ
３ １ ３   ス ラ イ ド カ ム ガ イ ド Ｂ
３ １ ４   ク ラ ッ チ 歯 車 形 状
３ １ ５   レ ー ル 状 リ ブ
４ ０ １   円 弧 状 の 貫 通 穴
４ ０ ２   リ ミ ッ タ ー 角 度
４ ０ ３   弾 性 体 固 定 ピ ン
４ ０ ４   弾 性 体 Ａ
４ ０ ５   回 転 始 点
４ ０ ６   回 転 終 点
４ ０ ７   弾 性 体 ガ イ ド
５ ０ １   ス ト ッ パ ー
５ ０ ２   カ バ ー
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５ ０ ３   左 カ バ ー
５ ０ ４   ス ト ッ パ ー カ バ ー
５ ０ ５   弾 性 体 Ｃ
５ ０ ６   ス ト ッ パ ー レ バ ー
５ ０ ７   左 フ レ ー ム
５ ０ ８   ス ト ッ パ ー 角 度
５ ０ ９   カ バ ー の 円 半 径
５ １ ０   未 使 用 ロ ー ル の 想 定 さ れ る 最 大 外 径 半 径
５ １ １   カ ッ タ ー 歯
５ １ ２   カ ッ タ ー 歯 角 度
５ １ ３   カ バ ー 取 付 け 支 点
５ １ ４   カ バ ー ベ ー ス
５ １ ５   ベ ー ス フ レ ー ム
５ １ ６   リ ア フ レ ー ム
５ １ ７   本 体 カ バ ー
５ １ ８   ヒ ン ジ
５ １ ９   ヒ ン ジ 支 持 軸
５ ２ ０   マ グ ネ ッ ト
５ ２ １   軸 受 Ａ
５ ２ ２   ロ ー ル 半 径
５ ２ ３   ロ ー ル 芯
５ ２ ４   滑 り 止 め
５ ２ ５   取 付 け 穴
５ ２ ６   円 カ ー ブ の 先 端 点
５ ２ ７   円 カ ー ブ の 開 始 位 置
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】



10

20

30

40

50

JP 3246312 U6 2024.4.22(25)

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 0 月 1 3 日 ( 2 0 2 3 . 1 0 . 1 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー 、 ア ル ミ ホ イ ル な ど 、 ロ ー ル 状 に 巻 き 取 ら れ た 製  
品 を 手 動 で 巻 き 戻 し 、 カ ッ ト し て 使 用 す る 製 品 ( 以 降 は ロ ー ル と 記 載 ) を 取 り 付 け る 取 付 け  
面 に は 、 ロ ー ル 軸 に 対 し ４ ０ 度 の 角 度 の 付 い た 複 数 個 の 楔 形 の リ ブ を 有 す る ロ ー ル 軸 と 、
ロ ー ル の ロ ー ル 芯 を 反 対 側 よ り 挟 み 込 み 固 定 さ せ る 、 ロ ー ル 軸 の 外 周 を 軸 方 向 に の み 移 動  
お よ び ロ ー ル 軸 と 同 じ 回 転 角 度 で の 回 転 を 可 能 と し た 、 ロ ー ル 軸 に 対 し １ ０ 度 以 下 の 角 度  
の 付 い た 複 数 個 の 楔 形 の リ ブ を 有 す る ロ ー ル 固 定 ノ ブ と 、 を 備 え 、
ロ ー ル を ロ ー ル 軸 と ロ ー ル 固 定 ノ ブ と で 挟 み 込 み 、 楔 形 の 複 数 個 の リ ブ と ロ ー ル 芯 の 間 の  
摩 擦 力 に よ り 、 取 り 付 け る ロ ー ル を ロ ー ル 軸 に 固 定 す る こ と に よ り 、
ロ ー ル が 手 動 で 巻 き 戻 し 方 向 に 引 き 出 さ れ る 時 に 、
ロ ー ル 軸 と 、 ロ ー ル 軸 と 連 結 配 置 さ れ て い る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と が 、
ロ ー ル の 回 転 角 度 に 合 わ せ 、 同 じ 回 転 角 度 で 遊 星 歯 車 機 構 を 構 成 す る 太 陽 歯 車 軸 の 外 周 を  
公 転 す る ロ ー ル 固 定 機 構 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出  
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
カ バ ー は 、 ロ ー ル を 取 り 付 け 配 置 し た 状 態 に お い て 、 ロ ー ル の 外 径 面 と 接 触 す る 部 分 の 形  
状 は 、 円 形 状 を 有 し 、
未 使 用 の ロ ー ル を 配 置 し た 状 態 で 、 ロ ー ル の 外 径 面 と 接 触 す る カ バ ー の 円 半 径 : R は 、 未  
使 用 の ロ ー ル の 想 定 さ れ る 最 大 外 径 円 半 径 : R と 同 じ 円 半 径 : R を 有 し 、
カ バ ー の 円 カ ー ブ の 先 端 点 は 、 未 使 用 の ロ ー ル の 外 径 円 と 接 す る 位 置 に 配 置 し 、 さ ら に 、
ロ ー ル が 使 用 さ れ て 小 さ く な る と 、 ロ ー ル の 外 径 円 が カ バ ー の 円 カ ー ブ と 接 す る 位 置 関 係  
を 有 し 、
ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て も ロ ー ル の 外 径 円 が 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ と 接 す る 位 置 と な る よ う  
配 置 す る こ と で 、 常 に ロ ー ル の 外 径 面 が カ バ ー と 円 接 触 と な る 位 置 関 係 を 有 し 、
か つ 、 ロ ー ル と 接 す る 面 の 摩 擦 係 数 ： μ ＝ 0 . ２ 以 下 と し 、
想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル が 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ の 先 端 点  
の 接 触 点 よ り 、 ロ ー ル 外 径 円 に 対 し て 、 正 接 す る （ カ バ ー の 円 カ ー ブ の 先 端 点 か ら ロ ー ル  
中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 、 直 線 部 分 を 有 す る カ ッ タ ー 歯 を 備 え 、
カ バ ー の 円 カ ー ブ の 開 始 位 置 は 、 ロ ー ル の 中 心 点 よ り 鉛 直 上 方 向 に 伸 ば し た 直 線 と 接 す る  
位 置 と し 、
カ バ ー 取 付 け 支 点 位 置 ま で 、 カ バ ー の 円 カ ー ブ の 開 始 位 置 よ り 、 カ バ ー が 水 平 に 位 置 す る  
こ と 、 を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル の 外 径 面 と 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ た カ バ ー に は 、
カ バ ー と の 接 触 点 の 下 方 向 に 、 直 線 部 分 を 有 す る カ ッ タ ー 歯 を 有 し 、 か つ 、
そ の 状 態 の カ バ ー の 天 面 に 位 置 す る 部 分 と 接 す る 位 置 に 、 ス ト ッ パ ー を 配 置 す る こ と に よ  
り 、
ロ ー ル が 回 転 し な い よ う に 固 定 配 置 さ れ た 形 態 と す る ロ ー ル 固 定 機 構 を 備 え た 、 遊 星 歯 車  
機 構 の 構 成 部 品 で あ る ロ ー ル 軸 と 、
遊 星 歯 車 機 構 の 構 成 部 品 で あ る 太 陽 歯 車 軸 を 介 し て 装 置 フ レ ー ム に 配 置 さ れ て い る ト ル ク  
リ ミ ッ タ ー と 、 を 備 え る こ と で 、
ロ ー ル を カ ッ ト す る 時 に 、 ロ ー ル を 手 に 取 り 上 方 向 に 持 ち 上 げ る と 、 カ バ ー は 、 ス ト ッ パ  
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ー に よ り 固 定 さ れ 、 さ ら に 、 ロ ー ル が 固 定 さ れ て い る ロ ー ル 軸 に 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 連  
結 さ れ て い る こ と で 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー に は 、 ロ ー ル 軸 を 固 定 す る ト ル ク ： Ｔ r が 働 き 、  
ロ ー ル 軸 は 回 転 せ ず 固 定 す る が 、
ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 を 、 ロ ー ル 芯 部 分 で の ロ ー ル の 引 張 り 切 断 （ ロ ー ル が ロ ー ル  
の 芯 部 分 に お い て 、 引 き 出 し 途 中 に 切 れ る ） ト ル ク よ り 小 さ い 値 と し 、 か つ 、 ト イ レ ッ ト  
ペ ー パ ー 、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー な ど 、 定 量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置 さ れ て い る ミ シ ン 目 付 き ロ  
ー ル を 使 用 す る 場 合 は 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 を ロ ー ル 芯 部 分 に 配 置 さ れ て い る ミ  
シ ン 目 部 分 の 引 張 り 切 断 （ ロ ー ル が ロ ー ル の 芯 部 分 に お い て 、 引 き 出 し 途 中 に ミ シ ン 目 が  
切 れ る ） ト ル ク よ り も 小 さ い 値 と す る こ と に よ り 、
片 手 で ロ ー ル を カ ッ ト で き る 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機  
構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
想 定 さ れ る 最 大 径 の 未 使 用 ロ ー ル の 外 径 面 と 、 カ バ ー と 、 の 接 触 点 に 、 ロ ー ル の 外 径 円 に  
対 し て 、 正 接 す る （ カ バ ー の 接 触 点 か ら ロ ー ル 中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ） 下 方 向 に 、 カ ッ タ  
ー 歯 を 備 え る と 、
手 動 で ロ ー ル を カ ッ ト す る 動 作 を 実 施 す る 時 に 、 カ ッ タ ー 歯 と ロ ー ル の 間 の 位 置 関 係 は 、  
カ ッ タ ー 歯 角 度 ： θ （ 度 ） と な る 角 度 を 有 し 、 カ ッ ト を 助 け る 力 ： F   が 働 く こ と と な り
未 使 用 ロ ー ル が 配 置 さ れ て い る 時 は 、 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ に お け る カ  
ッ タ ー 歯 角 度 ： θ R （ 度 ） と し 、 ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 ： Ｔ r と す る と 、 カ ッ ト を  
助 け る 力 ： F Ｒ ＝ ( Ｔ r × c o s θ Ｒ ) ÷ Ｒ   と な り 、 カ ッ タ ー 歯 で カ ッ ト す る 時 に カ ッ タ ー 歯  
は ロ ー ル 外 径 円 に 対 し て 、 正 接 す る （ カ バ ー の 接 触 点 か ら ロ ー ル 中 心 点 と 結 ぶ 線 と 垂 直 ）  
下 方 向 に 位 置 す る た め 、 想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ に お け る カ ッ タ ー 歯 角 度  
： θ R  =  ０ （ 度 ） と な り 、 ま た 、
ロ ー ル 芯 が 配 置 さ れ て い る 時 は 、 想 定 さ れ る ロ ー ル 芯 の 最 小 半 径 ： ｒ  に お け る カ ッ タ ー  
歯 角 度 ： θ ｒ （ 度 ） と す る と 、 カ ッ ト を 助 け る 力 ： F ｒ ＝ ( Ｔ r × c o s θ ｒ ) ÷ ｒ   と な り 、
想 定 さ れ る 未 使 用 ロ ー ル の 最 大 半 径 ： Ｒ と 、 想 定 さ れ る ロ ー ル 芯 の 最 小 半 径 ： ｒ  の 両 方  
に お い て も カ ッ タ ー 歯 に よ る カ ッ ト を 助 け る 力 を 、 近 似 値 （ F Ｒ ≒ F ｒ ） と す る こ と の で  
き る 力 学 的 な 関 係 は 、 下 記 の 数 式 １ の 位 置 関 係 と な る 時 に 構 成 さ れ 、
ロ ー ル を カ ッ タ ー 歯 で 、 未 使 用 ロ ー ル か ら ロ ー ル 芯 ま で 、 ほ ぼ 同 じ （ 近 似 ） 力 で カ ッ ト で  
き 、 か つ 、 カ ッ ト を 助 け る 力 ： F  ≒ Ｔ r ÷ Ｒ   も 働 く 、 ロ ー ル カ ッ ト 機 能 、 を 備 え る こ と  
を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 数 １ 】

【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ４ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
ロ ー ル 軸 を 、 遊 星 歯 車 機 構 の 構 成 部 品 で あ る 太 陽 歯 車 軸 の 替 り に 回 転 の 中 心 軸 と し 、 ト ル  
ク リ ミ ッ タ ー を 直 接 、 ロ ー ル 軸 に 連 結 さ せ る 形 態 と す る こ と に よ り 、
片 手 で ロ ー ル を カ ッ ト で き る 、 請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ４ に 記 載 の ロ ー ル カ ッ ト 機 能 を 、 遊  
星 歯 車 機 構 を 使 用 し な い で 出 来 る こ と 、 を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出  
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と 、 太 陽 歯 車 と 、
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と 、 太 陽 歯 車 と 、 の 間 に 介 し て 配 置 さ れ て い る ２ 個 の 遊 星 歯 車 と 、
２ 個 の 遊 星 歯 車 が 、 自 由 に 自 転 で き る 状 態 で 取 付 け ら れ た 遊 星 歯 車 支 持 台 と 、
太 陽 歯 車 に 固 定 さ れ た 太 陽 歯 車 軸 と 、
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 に 固 定 配 置 さ れ て い る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 、
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を 備 え た ダ ブ ル ピ ニ オ ン 式 遊 星 歯 車 機 構 と 、
太 陽 歯 車 軸 と 、 装 置 フ レ ー ム と 、 の 間 に 配 置 さ れ て い る ト ル ク リ ミ ッ タ ー と 、
遊 星 歯 車 支 持 台 と 太 陽 歯 車 軸 の 間 に 配 置 さ れ て い る ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ と 、
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 と 、 を 備 え 、
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 は 、
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 に 、 太 陽 歯 車 軸 の 中 心 軸 を 中 点 と す る 円 弧 状 の 貫 通 穴 と 、
そ の 貫 通 穴 に 貫 通 配 置 さ れ た 、 遊 星 歯 車 支 持 台 と 連 結 さ れ た 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン と 、
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 、 遊 星 歯 車 支 持 台 ピ ン と 、 の 間 に 配 置 さ れ た 、 弾 性 体 Ａ と 、 を  
備 え る こ と に よ り 、
ロ ー ル を 手 動 で 巻 き 戻 し 、 引 き 出 す と 、
ロ ー ル が 回 転 し な い よ う に 固 定 配 置 さ れ た 形 態 と す る ロ ー ル 固 定 機 構 を 備 え た 、 遊 星 歯 車  
機 構 の 構 成 部 品 で あ る ロ ー ル 軸 と 、 連 結 配 置 さ れ て い る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 も 巻 き 戻 す 方 向  
に 公 転 す る が 、
ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 機 能 し 、 太 陽 歯 車 が 自 転 し な い 形 態 で 配 置 さ れ て い る 時 、
ダ ブ ル ピ ニ オ ン 式 遊 星 歯 車 機 構 は 、 遊 星 歯 車 機 構 の 原 理 に よ り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 は イ ン タ  
ー ナ ル 歯 車 と 同 じ 方 向 に 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 よ り 早 く 公 転 す る 構 造 で あ り 、
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 は 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 、 遊 星 歯 車 支 持 台 と 、 の 間 の 回 転  
角 度 差 を 制 限 す る 働 き を 有 し 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 、 遊  
星 歯 車 支 持 台 ピ ン と 、 の 間 に 、 弾 性 体 Ａ が 設 置 さ れ て い る こ と で 、 巻 き 戻 す 力 の 一 部 を 巻  
き 戻 し 方 向 に 回 転 す る 時 に 生 じ る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 、 遊 星 歯 車 支 持 台 と 、 の 間 の  
回 転 角 度 差 を 、 弾 性 体 Ａ に 引 張 り 力 と し て 働 く 弾 性 力 と し て 蓄 勢 さ せ る 構 造 で あ り 、
遊 星 歯 車 支 持 台 と 、 太 陽 歯 車 軸 と 、 の 間 に は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ が 有 し 、
遊 星 歯 車 支 持 台 が 、 ロ ー ル を 巻 き 戻 す 方 向 に の み 回 転 す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と で 、  
手 動 で ロ ー ル を 巻 き 戻 す の を 途 中 で 停 止 し て も 遊 星 歯 車 支 持 台 は 逆 転 せ ず 、 弾 性 力 が 蓄 勢  
さ れ た 状 態 を 維 持 す る 構 造 で あ り 、
イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 と 遊 星 歯 車 支 持 台 の 間 の 回 転 角 度 差 が 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の  
回 転 終 点 ま で く る と 、 遊 星 歯 車 機 構 が 機 械 的 に ロ ッ ク し 働 か な く な る 構 造 を 有 し 、
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の 回 転 終 点 に お い て 、 手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 す ト ル ク が ト ル ク リ  
ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 以 上 に な る と 、 太 陽 歯 車 軸 に 配 置 さ れ て い る ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 滑 り  
を 起 こ し 、 弾 性 力 を 蓄 勢 さ せ る 機 構 （ ロ ー ル 固 定 機 構 、 遊 星 歯 車 機 構 お よ び 回 転 角 度 リ ミ  
ッ タ ー 機 構 ） 全 体 が 太 陽 歯 車 軸 と 共 に 回 転 す る こ と で 、 リ ミ ッ タ ー 機 構 の リ ミ ッ タ ー 角 度  
の 回 転 範 囲 の み 弾 性 力 を 蓄 勢 さ せ 、 そ れ 以 上 は ト ル ク リ ミ ッ タ ー が 滑 り 、 弾 性 力 を 蓄 勢 さ  
せ な い 構 造 で あ り 、
ト ル ク リ ミ ッ タ ー の ト ル ク 値 を 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の 回 転 終 点 ま で 弾 性 体 Ａ を 蓄 勢  
さ せ る こ と の で き る ト ル ク 値 以 上 と す る こ と に よ り 、
ロ ー ル を 必 要 な だ け 、 制 限 さ れ ず に 手 動 で 巻 き 戻 す こ と が で き 、 か つ 、 手 動 で 巻 き 戻 す 力  
の 一 部 を 引 張 り 力 と し て 働 く 弾 性 力 と し て 蓄 勢 さ せ る 、 弾 性 力 蓄 勢 機 能 、 を 備 え る こ と を  
特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 弾 性 力 蓄 勢 機 能 に よ り 、 弾 性 体 Ａ に 引 張 り 力 と し て 働 く 弾 性 力 が 蓄 勢 さ  
れ た 状 態 、 に お い て 、
太 陽 歯 車 軸 方 向 に 水 平 に 移 動 し 太 陽 歯 車 と 、 遊 星 歯 車 Ｂ と 、 の か み 合 わ せ が 開 放 さ れ る カ  
ム 機 構 を 有 す る 遊 星 歯 車 支 持 台 と 、
歯 車 の か み 合 わ せ を 、 開 放 状 態 と 、 か み 合 わ せ 状 態 と 、 に 切 り 分 け る こ と が 可 能 な 、 ク ラ  
ッ チ 歯 車 形 状 を 有 す る 太 陽 歯 車 と 、
太 陽 歯 車 と か み 合 う ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 を 有 す る 遊 星 歯 車 Ｂ と 、
太 陽 歯 車 と 、 遊 星 歯 車 Ｂ と 、 が 開 放 さ れ た 状 態 に お い て も 、 か み 合 わ せ を 維 持 す る 形 態 を  
有 す る イ ン タ ー ナ ル 歯 車 と 、 遊 星 歯 車 Ａ と 、 を 備 え 、
遊 星 歯 車 支 持 台 に は 、 弾 性 体 Ｂ に よ り 太 陽 歯 車 と 、 遊 星 歯 車 Ｂ と 、 の か み 合 わ せ が 維 持 で  
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き る よ う に 常 に 太 陽 歯 車 軸 方 向 に 加 圧 の 弾 性 力 を 与 え る 構 造 と す る こ と で 、
太 陽 歯 車 軸 に 対 し て 垂 直 上 方 向 で あ る 天 面 に 配 置 さ れ て い る 排 出 ス イ ッ チ を 、 外 側 よ り 太  
陽 歯 車 軸 方 向 に 押 し 下 げ る と 、
遊 星 歯 車 支 持 台 が 太 陽 歯 車 軸 方 向 に 水 平 移 動 し 、 太 陽 歯 車 と 、 遊 星 歯 車 Ｂ と 、 が 開 放 さ れ  
遊 星 歯 車 機 構 は 解 除 さ れ る こ と で 、
弾 性 体 Ａ に 弾 性 力 が 蓄 勢 さ れ て い る 状 態 の と き 、
遊 星 歯 車 支 持 台 は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ の 働 き に よ り 、 弾 性 体 Ａ の 弾 性 力 に よ り 引 張 り の  
力 が 働 い て も 、 太 陽 歯 車 軸 に 対 し 反 転 せ ず 静 止 す る が 、 イ ン タ ー ナ ル 歯 車 支 持 台 は 弾 性 体  
Ａ の 弾 性 力 に よ り 引 張 り の 力 が 働 き 、 ロ ー ル を 送 り 出 す 方 向 に 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構  
の 回 転 始 点 ま で 回 転 す る こ と に よ り 、 ロ ー ル 軸 に 固 定 さ れ て い る ロ ー ル も 回 転 し 、 ロ ー ル  
が カ バ ー の カ ッ タ ー 歯 よ り 下 に 排 出 さ れ る 、 次 に 、
排 出 ス イ ッ チ を 押 す こ と を 停 止 す る と 、
弾 性 体 Ｂ の 加 圧 の 力 と し て 働 く 弾 性 力 に よ り 、 カ ム 機 構 が 働 き 、 排 出 ス イ ッ チ は 元 の 位 置  
に 戻 り 、 遊 星 歯 車 支 持 台 に も 戻 る 力 が 働 き 、 太 陽 歯 車 と 、 遊 星 歯 車 Ｂ と 、 の 合 わ せ 面 は 、  
ク ラ ッ チ 歯 車 形 状 を 有 す る た め 、 す み や か に 歯 車 の か み 合 わ せ を 回 復 し 、 遊 星 歯 車 機 構 が  
再 構 成 さ れ る こ と で 、 ロ ー ル 排 出 の 一 連 の 動 作 を 実 現 さ せ る ロ ー ル 排 出 機 能 、 で あ り 、
回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 は 、 そ の 排 出 量 の 値 を 、 回 転 角 度 リ ミ ッ タ ー 機 構 の リ ミ ッ タ ー 角  
度 の 範 囲 に 、 ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 送 り 出 さ れ る ロ ー ル 軸 の 回 転 角 度 ： D e l t a （ 度 ） を 制  
限 さ せ る 機 構 で あ り 、 そ の 回 転 角 度 ： D e l t a （ 度 ） の 範 囲 を 、 リ ミ ッ タ ー 角 度 内 に 制 限 す  
る こ と に よ り 、
カ ッ タ ー 歯 よ り 下 に 排 出 さ れ る ロ ー ル の 量 を 、 制 限 お よ び 調 整 す る こ と が で き る ロ ー ル 排  
出 機 能 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る ま で に ロ ー ル 軸 が 回 転 す る 角 度 ： D （ 度 ） と す る 時 、
請 求 項 ７ に 記 載 の ロ ー ル 排 出 機 能 に よ り 、 送 り 出 さ れ る ロ ー ル 軸 の 回 転 角 度 ： D e l t a （ 度  
） は 、
下 記 の 数 式 ２ に よ り 計 算 出 来 る こ と 、 を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装  
置 。
【 数 ２ 】

【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ７ か ら ８ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
定 量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置 さ れ て い る ミ シ ン 目 付 き ロ ー ル を 使 用 し た 場 合 、
ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 も ミ シ ン 目 の 間 隔 と な る が 、 遊 星 歯 車 の 歯 車 比 を 下 記 数  
式 ３ の 近 似 値 と す る こ と で 、 未 使 用 の ロ ー ル を 使 用 し た 時 と ロ ー ル 芯 部 分 を 使 用 し た 時 に  
手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 が 同 じ で あ れ ば 、
請 求 項 ７ か ら ８ に 記 載 の ロ ー ル 排 出 機 能 に よ っ て 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 量 を 、
未 使 用 の ロ ー ル か ら 、 ロ ー ル 芯 部 分 ま で 、 ほ ぼ 同 じ （ 近 似 ） 量 と す る こ と が で き る ロ ー ル  
排 出 機 能 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 数 ３ 】

【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ か ら ９ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
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請 求 項 ３ か ら ５ に 記 載 の ロ ー ル カ ッ ト 機 能 と 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 弾 性 力 蓄 勢 機 能 と 、
請 求 項 ７ か ら ９ に 記 載 の ロ ー ル 排 出 機 能 と 、 を 備 え る こ と に よ り 、
未 使 用 の ロ ー ル か ら ロ ー ル 芯 ま で 、 片 手 の み の 操 作 で 連 続 し て 使 用 出 来 る こ と 、 を 特 徴 と  
す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ か ら １ ０ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
構 成 さ れ て い る 機 器 の 配 置 を 、 ロ ー ル 取 り 付 け 面 を 基 準 面 と し て 、 左 右 反 転 配 置 す る こ と  
で 、 左 右 ど ち ら の 手 に お い て も 、
片 手 の み の 操 作 で 連 続 し て 使 用 出 来 る こ と 、 を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル  
排 出 装 置 。
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 2 月 2 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 2 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
ロ ー ル 軸 を 、 遊 星 歯 車 機 構 の 構 成 部 品 で あ る 太 陽 歯 車 軸 の 替 り に 回 転 の 中 心 軸 と し 、 ト ル  
ク リ ミ ッ タ ー を 直 接 、 ロ ー ル 軸 に 連 結 さ せ る 形 態 と す る こ と に よ り 、
片 手 で ロ ー ル を カ ッ ト で き る 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の ロ ー ル カ ッ ト 機 能 を 、 遊 星 歯 車 機  
構 を 使 用 し な い で 出 来 る こ と 、 を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ７ ま た は ８ 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、
定 量 間 隔 で ミ シ ン 目 が 配 置 さ れ て い る ミ シ ン 目 付 き ロ ー ル を 使 用 し た 場 合 、
ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 も ミ シ ン 目 の 間 隔 と な る が 、 遊 星 歯 車 の 歯 車 比 を 下 記 数  
式 ３ の 近 似 値 と す る こ と で 、 未 使 用 の ロ ー ル を 使 用 し た 時 と ロ ー ル 芯 部 分 を 使 用 し た 時 に  
手 動 で ロ ー ル を 引 き 出 し カ ッ ト す る 間 隔 が 同 じ で あ れ ば 、
請 求 項 ７ ま た は ８ 記 載 の ロ ー ル 排 出 機 能 に よ っ て 送 り 出 さ れ る ロ ー ル の 量 を 、
未 使 用 の ロ ー ル か ら 、 ロ ー ル 芯 部 分 ま で 、 ほ ぼ 同 じ （ 近 似 ） 量 と す る こ と が で き る ロ ー ル  
排 出 機 能 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 数 ３ 】

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ３ 記 載 の ロ ー ル カ ッ ト 機 能 と 、
請 求 項 ６ 記 載 の 弾 性 力 蓄 勢 機 能 と 、
請 求 項 ７ 記 載 の ロ ー ル 排 出 機 能 と 、 を 備 え る こ と に よ り 、
未 使 用 の ロ ー ル か ら ロ ー ル 芯 ま で 、 片 手 の み の 操 作 で 連 続 し て 使 用 出 来 る こ と 、 を 特 徴 と  
す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ １ 】
構 成 さ れ て い る 機 器 の 配 置 を 、 ロ ー ル 取 り 付 け 面 を 基 準 面 と し て 、 左 右 反 転 配 置 す る こ と  
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で 、 た と え ば 左 手 の み の 操 作 で 連 続 し て 使 用 出 来 る 配 置 か ら 右 手 の み の 操 作 で 連 続 し て 使  
用 出 来 る 配 置 に す る こ と が で る こ と 、
を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 。
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 2 月 1 9 日 ( 2 0 2 4 . 2 . 1 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ － ４ 、 ６ － ８ 、 １ ０ に 記 載 の 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排 出 装 置 に お い て 、  
構 成 さ れ て い る 機 器 の 配 置 を 、 ロ ー ル 取 り 付 け 面 を 基 準 面 と し て 、 左 右 反 転 配 置 す る こ と  
で 、 た と え ば 左 手 の み の 操 作 で 連 続 し て 使 用 出 来 る 配 置 か ら 、 右 手 の み の 操 作 で 連 続 し て  
使 用 出 来 る 配 置 に す る こ と が で き る こ と 、 を 特 徴 と す る 遊 星 歯 車 機 構 を 使 用 し た ロ ー ル 排  
出 装 置 。
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